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開議 午前１０時００分

◎議長（井川英秋議員）

改めまして、おはようございます。

令和２年度３月議会、代表質問・一般質問の日を迎えました。開会日にも申し上げまし

たが、令和２年度は収束しないコロナ禍の中で、気の休まらない１年でございました。そ

のような中、本日、質問される議員各位におかれましては、令和３年度は少しでも明かり

が見えますような質問を期待するものでございます。また、答弁される理事者におかれま

しても、市民の皆様によく理解されますよう答弁を期待しております。

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。

日程に入る前に、諸般の報告をいたします。

市長より、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）及び議案第

４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）が提出されております。後程、提

案理由の説明をいただくこととしておりますので、ご報告をいたしておきます。

以上で、諸般の報告を終わります。

それでは、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、お手元にご配付の日程表のとおりでありますので、よろしくお願い

をいたします。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１４番 原政義君、１５番 川西

仁君、１６番 谷明美君を指名いたします。

次に、日程第２、市政に対する代表質問を行います。

通告者は、お手元にご配付の代表質問一覧表のとおり、通告は２件であります。

初めに、美馬未来の会、都築正文君。

◎４番（都築正文議員）

議長、４番。

◎議長（井川英秋議員）

４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

おはようございます。１番バッターでちょっと震えますので、ご理解をお願いしたいと

思います。

議長の許可をいただきましたので、美馬未来の会を代表し、質問をさせていただきます。

思えば、昨年の３月議会の各常任委員会において密室での会議時間を短縮するため、理

事者には簡潔明瞭な説明を求めるとともに、小休中の換気などの対策も取られ、新型コロ

ナに対する緊張感が漂っていました。あれから１年が経過し、議会におけるコロナ対策に

も慣れてきましたが、感染防止対策に慣れは禁物であります。全国的に新型コロナの新規

感染者数は減少し、先月末で六つの府県において緊急事態宣言が解除されましたが、ワク
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チンの接種が進むとともに有効な治療薬が開発されるまでは新型コロナと付き合っていく

必要があろうかと思います。第４波を招かないために、私自身も緊張感を持って感染防止

に努めますので、市としても改めて気を引き締め、感染防止対策に取り組んでいただきた

いと思います。

それでは、通告どおり２件についてお伺いいたします。

まず、福祉センターの解体跡地の活用についてであります。

この件につきましては、令和元年の８月に重清東小学校の跡地活用と併せて、地元の重

清東まちづくり協議会と七つの自治会の会長から「跡地を公園又はグラウンドとして整備

してほしい」との要望書が市長に対して提出され、私も同年９月議会の代表質問でこの問

題を取り上げ、「通学路や認定こども園の職員駐車場以外の部分の活用については十分に

検討を行い、早い時期に方向性を示したい」との答弁をいただきました。また、その年の

１２月にも地元の東原自治会から、子どもたちが運動ができる運動場の整備や通学路の整

備やフェンスの設置などの要望が市長に伝えられました。あれから１年が経過したわけで

すが、その後の検討状況はどのようになっているのでしょうか。

昨年の２月には、「公園やグラウンドは管理上、難しい」との説明を受けましたが、新

型コロナの感染を防止するため、分散避難所が推奨されている現状や避難所に指定されて

いる美馬小・中学校に近いことを考えると、例えば防災目的で何らかの整備を行い、地域

の防災拠点とすることはできないでしょうか。解体から１年が経過し、そろそろ方向性を

固める時期と思いますが、ご所見をお伺いしたいと思います。

次に、郡里廃寺跡の整備についてですが、この件については、本定例会の開会中に市長

から「本年度中に保存活用計画の策定が完了する予定であり、令和３年度には整備に係る

基本計画を策定し、整備後のイメージ図を示したい。そして一日も早く整備を図りたい」

との説明がありました。郡里廃寺跡が国の指定史跡として指定されている範囲は、北側の

突き出した部分を除いて約１７０メートル四方で、その面積は約２万４,７８０平方メー

トルもあり、私もできるだけ早く、この広い敷地の整備を完了することを願っております。

そこで、郡里廃寺跡の整備について進捗状況はどのようになっているのか、来年度以降

の予定を含め、お伺いしたいと思います。

答弁により再問させていただきますので、よろしくお願いいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

４番、美馬未来の会、都築正文議員の代表質問のうち、私から、美馬福祉センター跡地

の防災拠点としての活用についてのご質問にお答えいたします。

美馬福祉センターにつきましては、昨年３月に解体工事が完了し、現在は更地となって

おります。通学路の一部や美馬認定こども園の職員駐車場として利用しているほか、美馬
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小・中学校や美馬認定こども園の行事の際には、来訪者の駐車場として利用されておりま

す。

この解体跡地の活用につきましては、令和元年８月に地元の重清東まちづくり協議会と

七つの自治会の皆様から要望書を提出いただき、また同年１２月にも地元の東原自治会か

ら要望書の提出をいただいたところでございます。これを受け、市におきましても関係部

局で協議を行いましたが、ご要望のございました公園やグランウンドとしての活用につき

ましては管理上難しく、跡地活用の方向性についての結論には至りませんでした。

こうした中、議員から「跡地を防災拠点として活用してはどうか」とのご提言をいただ

きました。

市といたしましても全国的に自然災害が頻発化、激甚化している状況を踏まえ、防災・

減災対策は重要な課題であると認識しておりまして、令和３年度の一般会計当初予算には

市役所の危機管理機能を強化するための外構改修事業費を計上したところでございます。

この市役所外構の改修事業のうち庁舎東側部分につきましては、避難所の機能強化を目的

に駐車場を改修することとしておりますが、美馬福祉センターの解体跡地につきましても、

指定避難所である美馬小・中学校や福祉避難所であります美馬認定こども園とも近接して

おり、小・中学校の敷地内には飲料水兼用耐震性貯水槽が設置をされております。こうし

た状況を踏まえ、これら避難所の機能を強化するため、平時には駐車場として利用し、災

害発生時には車中泊に対応可能な避難スペースとして活用することが可能ではないかと考

えております。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（井川英秋議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは、郡里廃寺跡の整備の進捗状況についてのご質問にお答えいたし

ます。

郡里廃寺跡は、昭和５１年に国の史跡として指定されて以降、発掘調査、出土遺物等の

整理、発掘調査報告書の刊行などにつきまして、整備検討委員会においてご協議いただき

ながら進めてきたところでございます。令和元年度から本年度にかけて取り組んでおりま

す保存活用計画につきましては、現在、文化庁への認定の申請をしておりまして、その認

定を受けた後に策定が完了する予定であります。

令和３年度の予定といたしましては、基本計画を策定し、具体的な整備方法などを定め

ることとしているほか、整備工事が完了した後の状況について、市民の皆様などにご理解

いただけるようにイメージ図の看板を設置し、また指定地内に残る民有地の公有化の完了

を目指すこととしておりまして、本定例会に関係予算を計上しているところでございます。

そして、基本計画の策定後は、基本設計及び実施設計を行い、その後、整備工事に着手す

るといった予定で進めてまいりたいと考えております。



－３２－

なお、国の史跡として指定されておりますことから、制度上の手続として計画や設計に

ついての文化庁の認定を受ける必要がございますため、一定の時間が要することが見込ま

れるところではございますが、一日でも早く整備が図られるように取り組んでまいります。

◎４番（都築正文議員）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

それぞれのご答弁、ありがとうございました。

それでは、再問をさせていただきます。

まず、美馬市福祉センターの解体跡地についてでありますが、災害発生時には車中泊に

対応可能な避難スペースとして活用が可能との考えを伺いました。美馬市福祉センターの

跡地は、美馬町の中央部に位置しており、公園やグラウンドとしての活用が難しいのであ

れば、美馬地区の防災拠点として活用いただきたいと思います。

令和３年度の当初予算には、脇町小星に整備中の移住交流促進拠点の北側に防災倉庫を

建設するための造成工事が計上されておりますが、これは美馬市全体の物資の集積・輸送

拠点だと思いますが、美馬市福祉センターの解体跡地にも美馬地区におけるサテライトと

しての防災倉庫が必要ではないかと思いますが、いかがでしょうか。ご所見をお伺いした

いと思います。

次に、郡里廃寺跡の整備についてであります。

整備の進捗状況としては、発掘調査や調査報告書の刊行などについて整備検討委員会で

協議しながら進めていきたいとのことでありました。また、現在、策定中の保存活用計画

については、文化庁から認定を受け、策定が完了するとのことで、令和３年度は整備に係

る基本計画を策定し、具体的な整備方法などを定め、整備工事が完了した後のイメージ図

の看板の設置や指定の公有化の完了を目指す予定で、整備工事に係る基本設計と実施設計

を行った後、工事を着工する予定とも伺いました。

郡里廃寺跡は、県内で最も古い部類に入る古代寺院跡であります。整備工事が完了した

後、どのように活用する予定なのかにつきましてもご所見を伺いたいと思います。

以上、２点について答弁をよろしくお願いいたします。

◎副市長（加美一成君）

議長、副市長。

◎議長（井川英秋議員）

加美副市長。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）

４番、美馬未来の会、都築正文議員からの代表質問のうち、私からは美馬福祉センター

跡地についてお答えをさせていただきます。
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美馬福祉センターの跡地につきましては、美馬地区の中央部に位置をしており、避難所

である美馬小・中学校や福祉避難所となっております美馬認定こども園とも近接をいたし

ておりますことから、美馬地区における防災拠点の一つとして位置づけることができると

いうふうに考えております。

議員から防災倉庫の必要性についてのご意見をいただきましたが、美馬小・中学校や美

馬認定こども園には防災用の備蓄物資を保存・保管するためのスペース、これが十分に確

保することができていないというような課題もございます。こうした点を踏まえまして、

防災倉庫の整備につきましては、防災機能を有しております道の駅みまの里との機能の分

担、こういったことも勘案をいたしまして、検討いたしてまいります。

◎副教育長（大泉勝嗣君）

議長、副教育長。

◎議長（井川英秋議員）

大泉副教育長。

［副教育長 大泉勝嗣君 登壇］

◎副教育長（大泉勝嗣君）

続きまして、私からは郡里廃寺跡の整備に伴う今後の利活用についての再問にお答えい

たします。

郡里廃寺跡の利活用につきましては、現在、策定中の保存活用計画に基づき、取組を進

めてまいりたいと考えておりまして、当面は市立郷土博物館をガイダンス施設として位置

づけ、本史跡を始め、周辺の文化財や地域の歴史も含めた学習ができるように展示物や解

説内容の充実化を図ることとしております。また、道の駅みまの里を寺町周遊の拠点と位

置づけまして、本史跡や郷土博物館との連携強化を図るとともに、段の塚穴などの周辺文

化財や寺町の様々な文化資源などをつなぎ、周遊性を高め、一体的な保存と利活用を目指

していくこととしております。

こうした利活用を実現するため、例えば小・中学校での社会科や郷土学習として現地研

修や出前授業などを行うことや、多言語対応の説明看板の設置やパンフレットの作成のほ

か、県内外からより多くの方々に本史跡を訪れていただけるようにＳＮＳやホームページ

での情報発信、史跡案内や周辺文化財を巡る見学ツアーなどの開催などを検討いたしまし

て、地域の活性化につなげてまいりたいと考えております。

◎４番（都築正文議員）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

４番、都築正文君。

［４番 都築正文議員 登壇］

◎４番（都築正文議員）

それぞれ再問に対するご答弁、ありがとうございました。

まず、美馬福祉センターの解体跡地の活用についてですが、美馬小・中学校が美馬認定

こども園だけでなく、近隣の旧重清東小学校や旧喜来小学校の体育館、また美馬町市民サ
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ービスセンターも避難所に指定されていることから、道の駅みまの里との役割分担も検討

いただき、できるだけ早期に車中泊が可能な避難スペースに加え、防災倉庫についても整

備を図っていただければと思っております。

また、郡里廃寺跡につきましては、ずいぶん時間がかかっている印象ですが、令和３年

度末には整備のイメージ図をお示しいただけるとのことで、市民が地域の歴史を知ること

ができ、また周辺環境に配慮した計画にしていただきたいと思っております。

新型コロナの感染拡大という状況下ではありますが、防災・減災を始めとした地域課題

の解決に向け、着実に取り組んでいただくことをお願いし、美馬未来の会の代表質問を置

きたいと思います。答弁は結構であります。ありがとうございました。

◎議長（井川英秋議員）

次に、美馬政友会、武田喜善君。

◎８番（武田喜善議員）

８番、武田。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

議長の許可をいただきましたので、美馬政友会を代表して、通告のとおり３点について

質問をさせていただきます。

一つは公文書管理について、二つ目は美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点整備事業

について、三つ目は三好長慶大河ドラマ化についての３点を質問させていただきます。

藤田市長の目指す将来像、確かな一歩先の美来創生に向け、国難と言われている新型コ

ロナウイルス感染対策、そして南海トラフ巨大地震の防災対策などにご尽力をされている

ことに敬意を申し上げ、質問をさせていただきます。

まず最初に、１点目の公文書管理についてをお伺いします。

「適性管理 ようやく前進」、政府が公文書管理専門職アーキビストの養成に乗り出す

と徳島新聞で報道をされていました。公文書の適正管理を義務づけた公文書等の管理に関

する法律が２０１１年に施行されたにもかかわらず、ずさんな公文書管理が相次ぐ現状に、

国立公文書館の専門家らが危機感を持たれ、制度導入へと旗を振られて進められておりま

す。この法律の目的は、「国及び独立行政法人等の諸活動や歴史的事業の記録である公文

書等が、健全な民主主義の根幹を支える国民共有の知的資源として、国民が主体的に利用

し得るものであること」「行政文書等の適正な管理、歴史公文書等の適切な保存及び利用

等を図り、現在及び将来の国民に説明する責務が全うされるようにすること」を目的とす

るとうたわれております。

専門職アーキビストとは、永久保存価値のある情報を査定、収集、整理、保存、管理し、

閲覧できるよう整える専門職。アーキビストの扱う情報は、写真、ビデオ、録音、手紙、

書類、電磁的記録など様々な形式であると説明をされております。

この法律は、３４条から成り、地方公共団体はこの法律の趣旨に則り、その保有する文
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書の適切な管理に関して必要な施策を策定し、及びこれを実施するよう努めなければなら

ないとなっております。

数年前の消えた年金記録問題を受けて、この法整備ができた経緯があるにもかかわらず、

その法理念に反して、国におかれましては公文書を巡る深刻な問題が続出。例を挙げれば、

さっき述べた年金記録の紛失、財務省の決裁文書の改ざん、陸上自衛隊イラク派遣部隊の

日報隠蔽、そして桜を見る会の招待名簿の廃棄問題などがありました。要するに、公文書

管理への意識の低さが文書の改ざんにつながってしまったということであると思うわけで

あります。

この一連の不祥事を背景に、国立公文書館アーキビスト認証の制度設計を進められてい

ます。アーキビストの職務として、公文書の保存、整理、利用者支援のほか、廃棄時にお

ける評価選別を盛り込んでいます。そして私的な文書廃棄が疑われる事例に役割を果たす

ことが期待されます。アーキビストの職務として、公文書の保存、整理、利用者支援のほ

か、廃棄時における評価選別が期待をされます。

お尋ねします。国民、市民共有の知的資源、財産である公文書はどのように管理をされ

ているのか。そして、国と同時進行で専門職アーキビストの養成はできないかをお尋ねし

ます。

次に、２点目の美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点整備事業についてお伺いをしま

す。

美馬市生涯活躍のまち基本構想・前期基本計画を公表し、移住促進拠点を整備し、移住

者を受け入れ、市内の空き家へ送り出すモデルとして展開する事業でありました。そして、

美馬市生涯活躍のまち基本構想・前期基本計画の改定ということで、「新たな住民ととも

に、多世代協働でつくる生涯健康・生涯活躍のまち 美馬」、移住の促進、定住人口、交

流関係人口の増加へつなげていく事業として説明を受け、事業の推進をされておりました。

美馬市生涯活躍のまち事業構想での地域活性化の取組と本構想においての藍の関連事業と

介護・看護に従事する方を、優先的に移住を募るとのことでしたが、計画を変更し、これ

までの経過と国の制度に基づく新たな計画をし、事業を進めています。整地工事は令和２

年度から、３年度の外構工事の施工、そして２年度に債務負担行為で地域共生交流施設の

建設とハード事業は目に見えてまいりました。本事業は人生１００年時代を見据え、誰も

が活躍するコミュニティの基、地域ニーズと実情を踏まえた農業分野、防災分野、食分野

の連携による地域活性化へ取り組んでいくと言われております。この三つのテーマで計画

されている多目的ホールや調理場などを備えた地域共生交流施設と新たな農業形態による

農業関連施設を整備し、そして災害時には支援物資の集積場となる防災用物資集積拠点備

蓄センターの建設、地産地消や食育活動での学校給食センターの整備計画となっておりま

す。

そこでお伺いをします。当初計画から大きく計画変更した理由は。そして、ハード面は

見えてきましたが、ソフト面の移住交流促進拠点整備における農業をテーマにした施設を

どのように捉え、関連づけていくのか、お伺いをします。

次に、３点目の三好長慶大河ドラマ化についてお伺いをします。
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２０２０年１月に、徳島ゆかりの戦国武将、三好長慶をテーマにシンポジウムが開催を

されております。主催は、徳島経済同友会、徳島県ＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会（徳

島・関西）、全日本空輸。後援は高槻市、大東市、ＮＨＫ徳島放送局、徳島観光協会、三

好長慶会、徳島新聞、四国放送、ケーブルテレビ徳島であり、幅広い関係団体で要請をさ

れております。

その中で、ＮＨＫアナウンサーの松平定知さんの講演があり、近畿一連に勢力を伸ばし

た三好長慶を「織田信長に先んじて天下を取った男」と紹介されております。室町幕府の

管領、細川晴元に仕えるなど波乱に満ちた生涯を解説しておりました。一方、生涯で３度

も名前が変わるなど複雑な来歴が原因となって、全国的な知名度は低いとも指摘されてお

ります。また、「武将の人気は分かりやすさに比例する。後世の私たちがしっかりと伝え

ることで知名度は挽回できる」と言われておりました。パネルディスカッションでは、

「大河ドラマの実現には地域の盛り上がりが重要である。そして大河ドラマの実現には、

三好長慶は阿波の英雄であるから、徳島の盛り上がりと気概が必要である」と言われてい

ます。２０２０年度のＮＨＫの大河ドラマ「麒麟がくる」の主人公は織田信長を本能寺の

変で討った明智光秀で、その中に登場した三好長慶は徳島ゆかりの戦国武将で、織田信長

よりも２０年以上早く畿内を支配し、天下人となった人物であると紹介をされております。

江戸時代初期には、三好長慶こそが室町時代からの変革者と認められていた程である。松

永久秀も登場し、過去のドラマとは今回のイメージは全く違って、いいイメージでドラマ

が展開をされておりました。それは、近年の歴史学会での見直しによるものであると言わ

れております。

三好長慶とのゆかりは、美馬市には関連の城があり、脇城は１５３３年（天文２年）に

三好長慶が城を築き、岩倉城は長慶の叔父、三好康長の本拠地で、重清城は長慶の甥、三

好正康が城主であり、非常にゆかりの深い土地柄であります。また、三好氏ゆかりの史跡

は、畿内では西宮市、高槻市、大東市、堺市など、徳島県内でも長慶が誕生したとされる

三好市三野町芝生城や三好義賢、この方は茶人で、「実休」と呼ばれておりましたが、本

拠とした藍住町勝瑞城など数多く存在しております。

そこで、大河ドラマ化に向けた誘致の取組の現状についてをお伺いします。

以上、３点についてお伺いし、答弁をいただき、再問をさせていただきます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

８番、美馬政友会、武田喜善議員の代表質問のうち、私から公文書管理についてのご質

問にお答えいたします。

まず、国民、市民共有の知的資源である公文書の管理についてでございますが、公文書

は国や地方公共団体の機関、又は公務員がその職務上作成する文書であるとされておりま
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すが、本市におきましても市民の皆様に対する説明責任を果たす上で必要不可欠な貴重な

市民共有の財産であると考えております。また、公文書を適切に管理・保存することは、

後世における歴史検証や学術研究などにも役立つことから、公文書は「知恵の宝庫」「市

民の知的資源」であるということが言えると考えております。

このため、本市におきましては、文書管理規程を定め、文書基本分類表による人事や財

務などの分類項目別に区分して整理するとともに、文書に保存年限を設け、議会の会議録

など特に重要な文書につきましては永年保存することとしております。

また、公文書は法律的にも行政的にも適切に作成されなければなりませんが、受け手に

とりましても文書の内容を正しく理解できるものでなければなりません。

そこで、本市におきましては、平成２２年３月に公文書作成の手引を作成し、市民の皆

様にとっても分かりやすく、そして親しみやすい文書となるよう職員に指導しているとこ

ろであり、また平成２５年度からはファイリングシステムを導入いたしまして、それまで

の簿冊単位から個別フォルダ単位に管理方法を変更し、分類分けを細かくすることで文書

を検索しやすくするとともに、効率的に文書管理できる仕組みを整えております。

今後とも、公文書は市民の皆様のものとの認識の下、現在だけでなく、将来の市民の皆

様への説明責任を見据え、適正な公文書管理に努めてまいります。

次に、専門職アーキビストの養成についてでございますが、近年、国において公文書に

関する問題が相次いで明らかになるなど、公文書のより適正な取扱いが求められておりま

す。

こうした中、議員からご提案のございました公文書管理の専門職でありますアーキビス

トにつきましては、その必要性が高まっていると言われております。一方、アーキビスト

は公文書館法第４条第２項において、歴史資料として重要な公文書等についての調査研究

を行う専門職員と位置づけられておりますが、現時点でその認知度は高いとは言えないと

認識しております。またアーキビストは、日々作成される膨大な公文書や行政資料の中か

ら歴史的な価値などを基に保存の必要性を判断し、将来にわたる利用を保障するとともに

保管資料を利用者のニーズに応じて提供するという役割も担うとされておりますが、独立

行政法人国立公文書館が認証する認証アーキビストにつきましては、大学院の修士課程に

おける科目の修得を始め、３年以上の実務経験など資格の取得には高いハードルがござい

ます。

こうしたことや市町村において公文書館を有する団体が極めて少数にとどまっているこ

となどを踏まえますと、本市においてアーキビストを確保、要請することは当面、困難で

あると考えております。しかしながら、公文書の取扱いや保存、将来の活用は大変重要な

課題でございますので、今後、国・県の動向を注視するとともに、市町村における先行事

例などにつきましても研究をしてまいりたいと考えております。

◎美来創生局長（前川正弘君）

議長、美来創生局長。

◎議長（井川英秋議員）

前川美来創生局長。
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［美来創生局長 前川正弘君 登壇］

◎美来創生局長（前川正弘君）

続きまして、私からは美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点整備事業についてお答え

いたします。

当初計画から大きく計画変更した理由については、令和元年１２月、国において第２期

まち・ひと・しごと創生総合戦略が閣議決定されたことにより、生涯活躍のまちについて

は、これまでの中高年齢者の移住に重点を置いた施策が抜本的に見直され、コミュニティ

づくりに重点を置いた新たな全世代・全員活躍型の施策へ変更されました。

この中では、年齢や性別、障がいの有無等を問わず、地元住民や関係人口、移住者など

を含めた全世代・全員を対象とした居場所と役割のあるコミュニティづくりを目指すこと

としており、その実現を図るための要素や機能とし、「交流・居場所」「活躍・仕事」「住

まい」「健康」など四つの取組が重要とされたところでございます。

また、事業を進めるに当たりまして、国の地方創生加速化交付金や徳島版地方創生特区

の指定を受け、アクティブライフ・コーディネーターの育成や四国大学との包括連携協定

による美来創生みま学講座の企画・運営など、現在はソフト事業を中心に推進していると

ころでございます。

このような取組と連動した活動を始め、移住交流促進拠点の管理と運用を担っていただ

く運営推進法人の公募と選考会を行い、農業をテーマとした事業提案をいただいた株式会

社マイナビを最優秀提案者として選定をし、令和２年１０月に仮協定を締結したところで

ございます。

次に、農業をテーマにした施設をどのように捉え、関連づけていくのかについてでござ

いますが、現在、用地南側で進めております造成工事の完了後には、健康や学び、移住な

どの機能を持ち、時代を超えた多様な人々が集う活動拠点である地域共生交流施設の整備

に着手をし、令和４年度の事業開始を目指してまいります。

また、用地の活用につきましては、株式会社マイナビとの事業計画の協議において、農

業施設に必要な面積がコンパクト化されたことから、市として用地の活用につき、多角的

な見地からの検討により、市内の幼稚園及び小・中学校の給食を一元的に担う学校給食セ

ンターと大規模災害の発生に備え、物資の備蓄や集積機能を持つ防災倉庫の整備を計画し

たところでございます。

今後は、株式会社マイナビからの農業をテーマとした提案を軸に、市内外からの方々を

対象に農業施設を活用した農業体験や新規就農者研修など様々な地域活性化の取組と、整

備をいたします各施設との連携を図り、分野横断的な取組により、本市ならではの生涯活

躍のまちとして総合的な拠点整備となりますよう部局を超え、一体となった事業推進を図

ってまいります。

続きまして、三好長慶の大河ドラマ化に向けた誘致の取組の現状はとのご質問でござい

ますが、国内外で観光ニーズの多様化や個性化が図られる中で、映画やテレビドラマなど

の原作となった地域や演出の舞台を巡るロケツーリズムの需要が高まっているところであ

り、そのロケ地となった地域においては認知度やイメージ向上につながり、観光客増加に
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結びついているようであります。

三好長慶の大河ドラマ化に向けた各方面の取組状況についてでございますが、徳島県は

平成１４年度から徳島県ロケーション・サービス事業に取り組んでおり、映画やドラマロ

ケへの支援が行われております。また、民間団体の動きとしましては、平成３０年６月１

２日に徳島県内の経済・観光関係団体でつくるＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会が発足し、

誘致に向けた署名活動や関連イベントの告知パンフレットの配布、シンポジウムの開催な

どに取り組んでおり、本市の一般社団法人美馬観光ビューローも協議会構成団体として加

盟をし、誘致に向けた取組の一端を担っているところでございます。更には昨年１１月１

０日に、穴吹農村環境改善センターでシルバー大学校美馬校ＯＢ連絡会主催による「三好

長慶をＮＨＫ大河ドラマに」と題した講演会が開催されるなど、誘致に向けた地道な活動

が各方面で行われているものと認識をいたしております。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。

［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

それぞれのご答弁、ありがとうございました。

それでは、３点についての再問をさせていただきます。

１点目の公文書管理につきましては、現状の公文書管理はいろいろと知恵を絞り、管理

方法を変更し、効率的に文書管理ができる仕組みを考えられておることに理解をしますが、

現在から将来の市民への知的資源の共有財産としては、いま一度ゆっくりと将来のために

考えてみる必要があると思います。

アーキビストの職務として、公文書の保存、整理、利用者支援のほか、廃棄時における

評価選別が不可欠であります。アーキビストは、欧米では社会的地位が確立されており、

専門教育も行われております。日本では、公的資格を持つアーキビストは存在せず、公文

書管理体制の遅れは否めないと考えられます。国も認証制度を整備し、養成人数目標を掲

げ、進められておられます。確かに現在では、歴史資料としての学芸員、図書資料として

の図書館司書より知名度は低いが、将来においては専門性が高く、本市の市史の編纂、い

ろいろな事業の将来での参考に、例えば本市での自然災害における記録、今回の鳥インフ

ルエンザ、新型コロナウイルス感染の対応策などなどの記録保存で、後々、素早く対応が

できるなど大きなメリットが出てきます。認証アーキビストは、取得するにはハードルは

高いが、将来の計画を立て、退職職員の活用や外部からの招聘、研究機関での研修等を行

い、既に国は実施していますので、本市も早く対応できるよう専門職アーキビストの養成

はできないかをお尋ねをします。

２点目の美馬市生涯活躍のまち移住促進交流拠点整備事業につきましては、当初計画か

ら今回の計画施行に至るまでが５年近く経過をし、ハード面が見えてきたわけであり、お

おむねの理解をします。
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今、どこの自治体においても地方の衰退、食料自給率の低下による農林業の衰退、その

原因・要因は、農業従事者の高齢化の進行による後継者不足等が原因であり、当然、本市

においても同じであるわけでございます。こういった原因・要因により農地の耕作放棄地、

荒廃地の問題、高齢化による労働力不足などなどで毎年増加の一途をたどり、本市、本地

域において大きな課題、大きな悩みとなっておるわけであります。

ハード事業が令和３年度で完成します。４年度からは移住交流促進拠点施設で農業をテ

ーマとした事業がスタートするが、今後、どのように地元地域と関連づけていくのか、再

問をさせていただきます。

３点目の三好長慶ドラマ化につきましては、いろいろな取組をされておりますが、ドラ

マに対する取組を高めなければならないと考えます。徳島県も徳島県ロケーション・サー

ビス事業に取り組まれ、またＮＨＫ大河ドラマ誘致推進協議会を発足されており、美馬観

光ビューローも構成団体として加入されており、誘致に向けた取組の一端を担っていると

のことであります。また、シルバー大学校ＯＢ連絡会主催による「三好長慶をＮＨＫ大河

ドラマに」と題した講演会も開催され、地道な活動が行われていると認識をいたしました。

また、先々月、徳島新聞に報道された大阪府高槻市三好山、標高１８２メートルにある

芥川山城跡で、戦国時代の武将、三好長慶が建てたやぐらとみられる建物が見つかったと

発表されておりました。長慶は、１５５３年から１５６０年に居城とし、政務だけでなく、

連歌会も催したと言い、天目茶碗やすずりなど２００点以上の遺物も出土し、「織田信長

に先駆けた天下人」と言われる長慶の生活を示す貴重な資料であります。長慶は、将軍、

足利義輝を没落させ、近畿の支配をしていたため、近年は「信長に先駆けた天下人」と位

置づけられています。

父が阿南市出身の濱田剛史高槻市市長のコメントでございますが、「三好長慶が築いた

近畿地方でも最重要の山城の姿に迫ることができ、この城が当時、天下を治める政治拠点

であった」とコメントされ、近畿からも誘致に向けた取組がなされております。

観光等で経済面に大きく影響し、誘致をされた今までの関係自治体には影響があったこ

とであり、本市として実現に向け、どのような対応の取組を考えていくのかをお尋ねをし

ます。

以上、３点につきまして再問し、答弁をいただきます。

◎副市長（長江 哲君）

議長、副市長。

◎議長（井川英秋議員）

長江副市長。

［副市長 長江 哲君 登壇］

◎副市長（長江 哲君）

８番、美馬政友会、武田喜善議員からの再問にお答えをいたします。

私からは、美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点整備についてと三好長慶の大河ドラ

マ化に向けた今後の美馬市の対応についてお答えを申し上げます。

まず、移住交流促進拠点につきましては、議員からもありましたように農業の後継者不
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足や耕作放棄地問題等につきましては、農業従事者の高齢化や労働力不足など様々な要因

が考えられ、本市におきましても大きな課題となっております。

これらの課題の解消に向けた取組につきましても、現在、作業を進めております株式会

社マイナビとの事業計画において、移住交流促進拠点内における事業だけでなく、地域課

題も踏まえた計画作成により、農業をテーマとしたコミュニティづくりに努めてまいりた

いと考えております。

次に、三好長慶の大河ドラマ化に向けた今後の美馬市の対応についてでございますが、

県内のみならず、関西地区では三好長慶ゆかりの城跡や寺院などの歴史的な拠点が存在し

ているほか、武者行列まつりなど三好長慶にまつわるイベントも実施されているなど、観

光素材がある地域では広域的な連携の下、積極的な誘致活動を展開されているようであり

ます。また、議員から紹介がありましたように、明智光秀を描いたＮＨＫ大河ドラマ「麒

麟がくる」にも歴史上の重要人物として三好長慶が取り上げられるなど、大河ドラマ化へ

の機運が各地で高まってきているように思います。

本市におきましては、議員ご指摘のとおり、脇城跡や岩倉城跡、重清城跡など三好長慶

一族との関わりがある史跡がございます。大河ドラマ化がなされれば、県内の観光誘客や

経済の面で大きな効果がもたらされ、本市におきましても地域の活性化が期待できますこ

とから、県や経済・観光関係団体と連携し、ＰＲ活動に取り組むなど、三好長慶の大河ド

ラマ化に向け、できる限りの後押しをしてまいりたいと考えております。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

次に、私から公文書管理の専門家であるアーキビストを確保、養成する方法はないのか

とのご質問にお答えいたします。

アーキビストにつきましては、先程答弁させていただきましたように、専門性が高く、

一朝一夕ではそうした職員を自前で養成することは困難であると考えております。一方、

議員からご提案のございました退職職員の活用や外部からの招聘でございますが、退職職

員への研修機会の確保や、外部から招聘する場合の財政措置など、実現に向けましては一

つ一つ課題を解決していく必要がございます。また、近年はＡＩやロボティクスなど、情

報技術革新が目覚ましく、行政のデジタル化も今後、強力に推し進められようとしており

ます。こうした状況を踏まえ、公文書の取扱いや保存、将来の活用につきましては情報技

術による代替可能性を含め、今後、研究してまいりたいと考えております。

◎８番（武田喜善議員）

８番。

◎議長（井川英秋議員）

８番、武田喜善君。
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［８番 武田喜善議員 登壇］

◎８番（武田喜善議員）

再問によるご答弁、ありがとうございました。

それでは、まとめに入りたいと思います。

１点目の公文書管理につきましては、ご答弁では、専門職のアーキビストは専門性が高

いという認識をされておることから、先程申し上げましたアーキビストの職務として永久

保存価値のある情報の査定、収集、整理、保存の管理、閲覧ができるよう整える公文書で

の利用者支援のほか、廃棄時における評価選別により中立的な立場で、公文書は国民共有

の財産という意識・認識で整備をする専門職であります。

答弁にありましたように、ＡＩやロボティクスなどの情報技術革新が発達してきており、

国もデジタル庁の設置、本議会からもデジタル担当課の創設の提言をしており、これから

将来、技術はますます進化をしてまいります。重要な会議の会議録、情報公開時における

文書の公開などに必要であり、情報技術進化の中、将来において公文書管理の専門職アー

キビストの専門家養成は必要不可欠であると考えます。何が確定で、何が不確定なのか、

正確に情報を開示、発信していくべきであると考えます。

今後、総合計画に入れて５年後、１０年後を見つめ、将来、早い機会の配置、そして活

用について要請をしておきます。

２点目の美馬市生涯活躍のまち移住交流促進拠点事業の対応については、３年度に農業

分野の地域共生交流施設が完成し、新たな農業形態による農業関連施設整備、３年度以降

に防災分野の防災物資集積拠点備蓄センター、食分野の学校給食センターの建設・整備、

ソフト面では農業をテーマにした株式会社マイナビの事業計画において移住交流促進拠点

農業施設を活用した様々な地域活性化の取組をされるとのことであり、先程申し上げた地

域での課題解決に向け、事業展開されることを要請をしておきます。

３点目の三好長慶ドラマ化については、近畿圏でも三好長慶ゆかりの城跡や寺院など歴

史的遺跡が点在して、観光素材がある地域では広域的な連携の下、積極的な誘致活動が展

開をされております。県内でも多くの長慶ゆかりの遺跡などがあり、イベントなど開催さ

れておられます。本市においても答弁にありましたように、近畿圏と県や経済・観光関係

団体と連携をしながら、イベント等の開催、ＰＲ活動に取り組まれ、目標とされている２

０２５年度ＮＨＫの三好長慶大河ドラマ化に向け、美馬市の英知を絞り、後押しをされる

ことを要請をしておきます。

以上、簡単にまとめとして申し上げ、美馬政友会からの質問を終わります。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、通告による代表質問は終わりました。これをもって代表質問を終結いたします。

ここで議事の都合により、１０分程度小休いたします。

小休 午前１１時０３分

再開 午前１１時１４分

◎議長（井川英秋議員）
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小休前に引き続き、会議を開きます。

次に、日程第３、市政に対する一般質問を行います。通告者はお手元にご配付の一般質

問一覧表のとおり、通告は２件であります。

初めに、議席番号１番、田中みさき君。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（井川英秋議員）

１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

ただいま議長から許可をいただきましたので、今回も一人会派ということで、一般質問

をさせていただきます。できるだけ昼までに終わるように頑張りたいと思います。

市の行財政全般、また地域住民の生活に密着している事項など、市民に代わり、執行状

況や将来の方針、政策的提言や行政の課題などを直接問いただす場として立たせていただ

いています。

今、日本では、新型コロナウイルス感染症による医療の逼迫、ワクチン接種、経済への

影響に加え、急速に進むデジタル化、そしてオリンピック開幕まで１５０日を切る中、社

会に対して全体的な影響を及ぼす政治においても社会で生きる我々一人ひとりに様々な影

響を及ぼすことから、多岐にわたる分野での活発な議論がなされています。美馬市におい

てもこれまでの間、少子高齢化、地方の人口減少、それに加えて自然災害への対策、持続

可能なまちづくりを目標に様々な課題解決に取り組まれてきたのではないでしょうか。そ

ういった様々な課題が山積している地方にとって次第と財源が厳しくなっていく状況の平

成から少しでも明るい未来への期待を込め、令和へと新たな時代への一歩を踏み出した矢

先、新たな課題、感染症という大きな壁が立ちはだかっているところではないでしょうか。

世界においては、感染症はもちろん、脱炭素社会の実現やエネルギーについて今後、予

想される人類の危機的状況や地球的規模での大きな課題について議論もなされています。

今日、令和３年３月３日、桃の節句、ひな祭りの日ですが、美馬市内で初めてのお節句

を迎えた女の子は何人ぐらいいるのかなと、私の孫も初節句なので、今朝ふと思ったりし

ました。少子高齢化が進む美馬市においてもこれからの次代を担う子どもたちのため、子

どもから孫へと何を伝え、何を残していくべきなのか、どういった未来へつなげるのかと

いったことを前提に、次世代に負担がかからないような持続可能な社会の実現に向け、議

論していく必要があるのではないかと思って頑張っています。

前置きが少し長くなりましたが、質問に入らせていただきます。

件名は通告のとおり、１件目は美と健康のまちづくりについて。２件目は防災・減災の

取組について。３件目は地域公共交通網形成計画についての３件です。初問ではそれぞれ

の今まで取組や今後の事業における具体的な内容や方向性を伺った上で、再度その詳細、

課題などについてお聞かせいただけたらと思います。

まず、美と健康のまちづくりについてお尋ねします。
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このことに関する事項については、美馬市総合計画の五つの基本方針の一つ、「未来へ

つなげる！市民の誰もが思いを実現し、健康で活躍できるまちづくり」といったことで、

具体的には「生涯にわたり、喜びや生きがいを持って健康に暮らせるまちづくりを進めま

す。また、子育て環境の充実や学習・スポーツ活動に取り組む機会の充実により、毎日の

生活を豊かにするまちづくりを進めます」と頂いている資料に書かれています。

私は議員ということで、こういった資料を頂いたりして、ある程度の情報は入ってきま

す。しかし、一般的に市民の方々が市の情報を得るには、身近なところでは議会だよりや

開会日でも報告がありましたが、県の広報コンクール、３年連続特選に選ばれた広報紙、

広報みまや音声告知放送での朝、昼、夜のお知らせ、もう少し詳しい情報は市のホームペ

ージといったところでしょうか。その他、今、放送されているケーブルテレビの放送や新

聞記事でありますとか、市民と議会の意見交換会や議員から直接聞くぐらいではないかと

思います。年代別に市民のどのくらいの方が、どのような方法で情報を取り入れることが

できているかはまだ私は調査ができていないので、もしそういったデータがあるのであれ

ば、別の機会にでも教えていただければと思います。

話が少しそれてしまいましたが、今日はそういったことで、この放送をごらんになって

いる市民の方々にも分かりやすく、美と健康をキーワードとしたまちづくり事業について、

市が独自に取り組まれている事業で構いませんので、こういった目的で、こういったこと

につながるといった目標なども含めて教えていただけたらと思います。

２件目の防災・減災対策についてお尋ねします。

これについても市民目線で聞かせていただくと、２月１７日付の徳島新聞には「美馬市

２１年度予算案 防災・減災事業に重点を置く」ということで掲載されていましたし、開

会日に市長からの提案理由の説明にもありましたが、改めて防災・減災についての取組と

いったことでまずお聞きして、詳細については再問でお尋ねします。

３件目の地域公共交通網形成計画については、平成３０年９月議会では、スクールバス

の質問の関連から公共交通機関が少ない地域において、将来的に通学バスやふれあいバス

が住民の身近な交通手段として効率的、効果的に活用できるよう各関係機関との連携や調

査などの必要性をお願いした記憶があります。翌年、６月議会においてもデマンドバス事

業の関連から市民のニーズに合っているか、小さな拠点事業との関連についても質問させ

ていただいたかと思います。この時、美馬市においても県が策定する次世代交通ビジョン

や近隣自治体の公共交通網形成計画などとも連携を図り、実行ある持続可能な公共交通網

の実現に向けた計画として地域公共交通網形成計画の策定を行うとのことだったと記憶し

ています。令和元年１２月議会で再度、先進地の視察研修の内容を例に挙げさせていただ

き、質問させていただいたかと思います。その際、公共交通の現状報告と「公共交通の充

実、整備を図り、高齢者を始めとする交通弱者対策としてしっかりと進めてまいりたい」

とご答弁いただいています。

そこで、令和２年３月に策定されました美馬市地域公共交通網形成計画について、市の

ホームページではパブリックコメントも募集されていたみたいですが、なかなかホームペ

ージを見る機会のない市民の方にも理解していただけるよう、進捗状況といいますか、計
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画策定の目的、その方針の具体的な内容を含めて、改めてお聞かせください。よろしくお

願いいたします。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（井川英秋議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

１番、田中みさき議員の一般質問のうち、私からは、美と健康のまちづくりに関して市

独自で今年度から新たに開始している二つの事業についてご説明をさせていただきます。

まず一つ目は、健幸アンバサダー養成事業についてでございます。

この「健幸」という文字には、健康の「健」、つまり「健やか」という漢字と「幸せ」

という漢字を用い、生涯を通して健やかに、豊かで幸せな生活を送ることを表現しており

ます。また、アンバサダーは、日本語では「大使」や「第一人者」と訳されております。

つまりこの事業は、そのような「健幸」な生活を市民の皆様に送っていただけるよう、市

民を対象に「健幸大使」となっていただける人材を養成する目的で実施するものでござい

ます。

市民の方々に健康な生活を送っていただくためには、お一人おひとりに健康意識を持っ

ていただくことが重要でございます。これまでにも様々な健康教育、例えばセミナーや研

修会、講演会などを行ってまいりましたが、多くの場合、そこに参加していただけるのは

元々健康意識が高い方々でございました。健康に無関心な方々にいかに興味を持っていた

だくか、そういう方々への意識改革が長年の課題でございました。そこで、健康に無関心

な方にも生活の中で近所の方や親しい方から健康情報が自然に耳に入るよう、あらゆる場

面において口コミで健康情報を伝える役割を担う「健幸大使」となり得る人材の養成に取

り組むことといたしました。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、事業実施が遅れておりましたが、このたび３

月１４日に初めての養成講座を開講いたします。広報２月号にて募集案内を掲載させてい

ただいておりまして、現在、２８人の方が申し込まれております。この講座は３時間程度

の受講でアンバサダー資格が取得できるものですので、今後も回数を重ね、沢山の方々に

ご自身や大切な方の健康のため、健康に関する知識を習得していただきまして、そこから

家庭や職場で、あるいは地域のコミュニティで健康意識を広めていただくよう取り組んで

まいります。

次に、二つ目の事業として、食の教室事業についてご説明をさせていただきます。

健康において食は重要な要素でございます。それは栄養的にバランスの取れた食事をす

ることにより、生活習慣病を改善し、病気の重症化を防ぎ、健康寿命の延伸につながると

いったことからでございます。しかし同時に、食事の見た目や味、季節に合ったメニュー

といった要素が毎日の食生活をより豊かにし、心身の健康につながっていくものだと考え

ます。
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市では、本年度からＭｉｍａ Ｓｍｉｌｅ Ｋｉｔｃｈｅｎという名称で、食の教室を

開催しております。コロナ禍においてリモートでの開催を余儀なくされておりますが、大

塚製薬のスタッフをコーディネーターとし、市内の管理栄養士や栄養士によります調理指

導、栄養指導を、画面を通して行っております。コンセプトは「美味しいを一番に あな

たや家族の美と健康を考えてみませんか？ Ｍｉｍａ Ｓｍｉｌｅ Ｋｉｔｃｈｅｎで美

馬まちｂｅａｕｔｙ ｓｍｉｌｅ」です。

具体的には、地元食材を活用しながら、単身者向け、高齢者向け、男性向けなどのクラ

スを設定し、ターゲットに応じた特色ある内容で実施をしております。一例を申し上げま

すと、男性をターゲットにした「美馬男ｄｉｓｍ」のクラスでは、昨年１１月に唐揚げの

豆腐タルタルソースと土鍋炊き込みご飯をメニューとし、１１人がリモートでご参加いた

だきました。参加された方からは、「思いのほか簡単に調理ができ、おいしかった」や

「初めての経験だったが、楽しかったので次も参加したい」というような感想が寄せられ

ております。

リモートということで、まだまだ参加者は少数でございますが、この様子は広報みまテ

レビでも放映しておりますので、是非そちらもごらんいただき、多くの市民の皆様が食へ

の関心を深め、健康的で豊かな食生活を実践するきっかけとしていただきたいと考えてお

ります。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

次に、私から、防災・減災の取組についてのご質問にお答えいたします。

近年、豪雨災害が頻発化、激甚化しているほか、南海トラフ巨大地震が３０年以内に７

０％から８０％の確率で発生すると予測されている状況におきまして、防災・減災対策や

危機管理能力の向上は本市にとって喫緊の課題でございます。

そこで、一昨年から避難訓練のあり方を抜本的に見直すとともに、昨年は新たに着任し

た防災対策監を中心に、各自主防災組織の代表者を対象とした避難所開設・運営リーダー

養成研修を実施し、またより多くの市民の皆様に参加いただける訓練として緊急地震速報

に合わせて、その場で避難行動を取っていただくシェイクアウト訓練を本格的に実施いた

しました。また、避難所における新型コロナウイルスの感染防止のため、新たにプライベ

ートテントや折り畳み式ベッドを購入して配備するとともに、分散避難が推奨されたこと

を踏まえ、各ご家庭での備蓄物資の購入を支援する事業にも着手をしており、４月中旬に

は購入申込書を市内の各世帯にお届けできる予定でございます。

更に、危機事態において市役所の業務を確実に継続させるため、昨年１２月、災害対策

本部の図上訓練に合わせて非常時優先業務の実施訓練を行い、その結果を業務継続計画、

いわゆるＢＣＰの改定に反映するための作業も行っております。
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次に、今後の取組についてでございますが、本年１月、市の危機管理指針を改訂し、防

災・減災や危機管理に関する諸計画の最上位に位置づけるとともに、今月下旬には防災会

議を開催し、災害対策基本法に基づく地域防災計画の見直しなどにつきまして審議をお願

いすることとしております。また、避難所ごとの避難所開設・運営マニュアルの作成やシ

ェイクアウト訓練につきましては、今後も引き続き取り組むこととしているほか、令和３

年度には、特に緊急性の高いハザードマップの改訂や市社会福祉協議会との連携による災

害ボランティアセンターの設置・運営マニュアルの作成、また地域支え合いマップの整

備・更新に取り組むこととしております。更に、市職員による防災士資格の取得促進に加

え、新たに市内事業所における従業員の防災士資格取得を後押しする取組や市がドローン

を購入し、操縦する職員を養成することにより、災害発生時の被害情報の迅速な把握や行

方不明者の捜索などに役立てる取組につきましても着手をすることとしております。

こうしたソフト事業と危機管理機能を強化するための市役所外構の改修や、脇町小星地

区における防災倉庫の整備といったハード事業等を組み合わせ、限られた財源や人的資源

を有効に活用いたしまして、防災・減災対策、危機管理能力の向上に努めてまいります。

◎市民環境部長（中川貴志君）

議長、市民環境部長。

◎議長（井川英秋議員）

中川市民環境部長。

［市民環境部長 中川貴志君 登壇］

◎市民環境部長（中川貴志君）

私からは、美馬市地域公共交通網形成計画の進捗状況についてお答えをいたします。

令和元年度末に策定をいたしました美馬市地域公共交通網形成計画では、本市における

既存の交通体系の問題点や課題を整理し、本地域に最も適した公共交通の姿を明らかにす

ることを目的としております。また、上位計画であります第３次美馬市総合計画や徳島県

次世代地域公共交通ビジョンの方向性とも整合させながら、本市交通政策の基本計画と位

置づけたものとしております。

計画の内容といたしましては、本市及び周辺地域の公共交通の現状分析、利用者のニー

ズ把握、上位計画との連携などを踏まえまして、問題点や課題を明確化した後、それらの

解消に向けた１８の事業を実施していくこととしております。

現在の進捗状況につきましては、１８の事業それぞれの制度設計の具体化と関係機関と

の調整を行っているところでありまして、実際の運用開始につきましては令和４年度当初

からを見込んでいるところでございます。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（井川英秋議員）

１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）
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それぞれにご答弁、ありがとうございました。

美と健康をキーワードとした中で、健康につながる取組をお答えいただいたかと思いま

す。人はもちろん病気になりたいと思って生活をしているわけでなく、ただ、健康な人や

若い世代は健康について意識して生活している方が少なく、病気になってから健康である

ことのありがたさを感じる方がほとんどではないでしょうか。健康である時から自分の体

の状態を知り、できるだけ健康であり続けるにはどうしたらいいか、そのために日頃から

健康に気をつけて生活をすることが重要であると思います。まずはそういったことの意識

を持ってもらうきっかけづくりから始めていただくことは、自分自身の体の仕組みを知る

ことや生活習慣の見直しにつながり、そして健康意識の向上により、病院にかかる回数が

減り、医療費削減、介護保険料の負担減少へとつながると思いますので、しっかり効果が

見えるように取り組んでいただきたいと思います。そのためにも多くの市民の方々に周知

していただくことと、それぞれの地域においては、市民生活の充実に寄与することを目的

に活動されている方々や食に関する取組では食育サロン、健康教室、ヘルスメイトといっ

た会員の方々もおいでであります。そういった方たちと一緒に各関係機関とも連携を図り

ながら進めていただきたいと思います。

また、各地区での地域福祉活動計画実行委員会や地域運営組織の方々などの意見も取り

入れながら、できるだけ行政主導にならないよう、市民のニーズに応じた事業の実施をお

願いしたいと思います。

私も最近はセミナーや研修に自宅でＺｏｏｍを使って参加できることから、健康に関す

る情報を聞く機会が増えました。新型コロナウイルス感染症が確認され、１年になります。

長期にわたって新型コロナウイルス感染症拡大防止策によるテレワーク、オンライン授業、

外出控えなどから生活習慣や生活リズムの変化、またうつらないよう、うつさないように

といった心の不安、ストレスが続いています。そういった中、感染症拡大により、定期的

な検診を受ける必要のある方の受診控えも心配されています。日本の最新がん統計による

と、２０１９年にがんで死亡した人は３７万６,４２５人だそうです。健康な人でもがん

細胞は多数あり、その数、１日に５,０００個。その細胞を退治しているのが免疫細胞で、

生き残ったがん細胞が検査で分かる程大きくなるのが１０年から２０年とも言われ、早期

の発見をするためには検診を１から２年ごとに受けることが重要だそうです。また、生活

習慣病の悪化につながらないようにすることと、感染症予防ということで手洗い、消毒、

人混みを避けるという防御策に加え、ウイルスに負けない体を健康に保つことが大切と言

われています。運動や体温を高める、ストレスをためないこと、腸内環境を整える、バラ

ンスの取れた食事なども免疫力を高めて、感染症にかかっても重症化しにくいとも言われ

ています。健康な体をつくるには、今、おっしゃった健幸アンバサダー、食の教室を通し

ても食＝健康といったことにも気付いていただけるのではないかと思います。

食に関しては、令和元年の１２月議会においても、食は人が生きていく上での基本であ

ること。その重要性、食＝健康ということで、食に関する取組の推進をお願いしたかと思

います。その際には、私が議員になって初めて藤田市長からいただいたご答弁でも「美馬

市の豊かな風土が生み出す安全でおいしい食を通じて、美しい未来、ビューティフル・フ
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ューチャーの創生の実現に向け、各種施策を進めてまいりたい」とおっしゃっていただき

ましたので、その後、様々な食に関する問題、課題などについても勉強してみました。

今、世界の１１人に１人が飢えているといったことを聞かれたことがあると思います。

国連食糧農業機関（ＦＡＯ）、２０２０年７月に公表した報告書によると、世界で飢えに

苦しんでいる人が約６億９,０００万人。その多くは栄養不足で、紛争や気候変動に加え、

新型コロナウイルスの影響で、経済活動や支援活動の滞りにより、飢餓の原因となって、

更に悪化するのではないかと言われています。その一方、現代版「おむすびころりん」。

おじいさんが食べきれないおむすびを落としてしまって、日本では今日も１人につきおむ

すび１個分、合わせて１億個以上の食べ物が捨てられているといったテレビコマーシャル

をごらんになったことがあるかと思います。世界では、生産される食糧の３分の１に当た

る約１３億トン、日本では６１２万トンが毎日捨てられています。この６１２万トンは、

国連世界食糧計画が１年間に途上国へ送る食糧支援量の約１.５倍に相当する量と言われ

ていて、食べられる食品の廃棄、食べ残し、売れ残りといった食品ロスを半分に減らす目

標が掲げられ、この課題解決に向け、世界中で取り組まれています。

また、和食が国連教育科学文化機関（ＵＮＥＳＣＯ）無形文化遺産に登録されているの

はご存じだと思いますが、今、過疎化や少子高齢化の影響により、和食文化の継承や共働

きの家庭が増え、郷土料理や伝統料理などの継承が難しくなってきているそうです。そこ

で農水省では、食文化を核としたモデル地区を増やすこと、地域で和食文化に関わる人を

増やし、次世代の人材育成といった取組や文科省と連携して、食文化のカリキュラムの作

成など和食文化の継承や発信の強化に向けた政策方針案を取りまとめているようです。

そのほかにもコロナ禍により心配されるのは、食糧の多くを海外に頼っている日本の食

料自給率の低さや経済の落ち込みにより子どもの貧困が増えていて、支援策として子ども

食堂などを立ち上げ、地域で支える仕組みなど。また５大栄養素がバランスよく含まれて

いる大豆が改めて見直されているようですが、農業において大豆だけでなく、気候変動や

種そのものの問題により、作物が作りにくくなっていて、食糧危機につながるのではとい

った心配もされているようです。最近では、昆虫が食糧安全保障の安全な資源として注目

を集めていて、美馬市においても旧芝坂小学校跡地を活用して、徳島大学発のベンチャー

企業グリラスが、家畜より環境に負荷のかからない新たなたんぱく源としてのコオロギを

食用に生産供給することで持続可能な巡回型社会を目指していることは今、興味あるとこ

ろです。

このように、食文化や環境に関わる課題を行政だけでなく、企業や様々な分野で取り組

まれ、今までにはなかった課題に対して、行政の役割としてできる支援策も多様化してき

ています。

そこで今回は、市民目線といったことから、食に関して市民が主体的に、自主的に課題

解決することで未来へもつなげる施策がありましたら、お答えいただきたいと思います。

２件目の防災・減災対策については、東日本大震災発生から間もなく１０年。３月１１

日午後２時４６分、死者１万５,８８９人、行方不明２,５２７人、今も避難を余儀なくさ

れている方は４万人以上いるとされています。先月１３日にも福島県沖を震源地とする地
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震があり、１０年前の恐怖を思い出された方もおいでます。

私の娘も寮生活を終えて東京で一人暮らしを始めたばかりなのですが、怖かったと連絡

が入りました。自分の住んでいるところが津波の心配はないところなのか、どこに避難し

たらいいのか、停電や断水になった時、しばらくしのげる食料や生活必需品などの備えな

どきちんと確認しておくように伝えると、「ほんま、一人やけん、ちゃんとそういうこと

はしとかないかんと強く思いました」とＬＩＮＥで送られてきました。美馬市においても

子どもさんやお孫さんといった離れて暮らす家族がいらっしゃる方は多く、心配が絶えな

いことだと思います。冒頭でも言われていたように、徳島県においても３０年以内に７０

から８０％の確率で南海トラフ巨大地震による大きな被害が予測されています。「自分の

生きているうちには来んかな」とかよく言われますが、３０年以内なので、もしかしたら

明日かも知れないし、本会議中、今かもしれないということです。いつ発災しても自分の

命は自分で守る意識を常に持っておくことと、危機管理というのは常に最悪の事態を想定

しておく必要があると思っています。

先に行われた県議会の２月定例会でも、県の子ども会連合会の関係でお世話になってい

る長池県議が代表質問の際、ご自身の地元の中学校で行われた防災講演会で、講師の東京

大学片田教授がおっしゃられた今のコロナ禍における対応と自然災害時における対応の共

通点を、パネルを使って、「自らの命を自らで守るしかない。自らの安全は周りの安全に

つながる。専門家にも行政にも完全に頼ることはできない」この３点を紹介されていまし

た。このほか、中央防災会議におけるこれからの防災の基本的な考え方では、住民主体の

取組強化による防災意識の高い社会を構築するといったような内容を話されていたかと思

います。

私もすぐに中央防災会議の防災基本計画、防災情報のページを検索して調べてみました。

令和２年５月２９日、中央防災会議で決定した概要版を見たところ、防災基本計画という

のは、「災害対策基本法に基づき、中央防災会議が作成する計画で、災害の未然防止、被

害の軽減及び災害復旧のための諸施策等の基本的な事項を定めるもの」とありました。主

な修正項目の中で、その他最近の施策の進展等を踏まえた修正とあり、そこには「避難所

における新型コロナウイルス感染症を含む感染症対策の平時からの検討、実施」というこ

とが書かれていました。中央防災会議で決定した防災基本計画は３００ページにも及ぶ計

画なのですが、実際のところ災害はそれぞれの地域により異なるので、その計画に基づき、

自分の地域の実情に応じた地域防災を計画、それを平時から確認し、定期的に、自主的に

訓練することが防災意識の向上につながると思っています。

そこで、それぞれの地域において指定避難所が設けられていると思いますが、避難所の

開設やその運営に関する取組など具体的に教えていただきたいと思います。

３件目の地域公共交通網形成計画の更新、目的は理解できました。この地域公共交通網

形成計画についても、ご答弁いただいた内容の概要版でもあれば、また市民の方にも説明

しやすいので検討いただけたらと思います。

私も一応、目を通させていただいたのですが、５か年計画ということですので、今後は

行政だけでなし得ることでもないし、地域の交通事業者の方々のご協力は必要不可欠であ
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ると同時に市民の地域公共交通への理解が重要かと思われます。

ここで言う地域公共交通とは、美馬ふれあいバスのことと認識していいのでしょうか。

現状、問題点のところを読んでいますと、美馬ふれあいバスの年間利用者数は、平成３１

年時点での人口で２万９,４３２人のうち実質利用されている方の人数だと思うのですが、

４７６人とありました。登録者数や１便当たりの乗車人数、時間帯や地域ごとの利用状況

なども詳しく分析され、目標数なども示されていました。また、人口減少により行財政の

影響が懸念される中で、一方的な行政の支援だけでは維持は困難で、住民自らが乗って、

守るといった地域の意識改善が必要とも書かれていました。住民自らが乗って、守るとい

った意識改革も必要であると思いますが、まずは、せっかく他の自治体より早くからこの

デマンドバス事業、美馬ふれあいバスとして地域交通を効率的に活用することが望まれま

す。市民のニーズに対応できているか検証していただき、高校生の通学での利用が増えて

きているようですが、安全・安心はもちろん、暮らしに便利で、持続可能な公共交通を望

むわけですから、市民の誰でもが利用でき、買物や移動手段、また通学・通勤といった幅

広い利用ができるような公共交通のあり方を検討していただきたいと思います。

昨年、県の事業でウィズコロナ時代のスマートで便利な移動手段を創出するため、生活

交通の充実につながる期間限定で無料周遊バス美馬、脇から三好市、池田の間の実証実験

が行われていたかと思います。そういった県の取組事例も参考にして、様々な機関との連

携を図ることにも努めていただきたいと思います。

そこで、美馬市が目指すところの公共交通を今後５年間、どういった計画で進めていか

れるのかお聞かせください。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

先に申し上げます。昼食時間が多少過ぎるかもわかりませんが、引き続きずっと終わる

まで行わさせていただきますので、理解の程をよろしくお願いいたします。

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１番、田中みさき議員からの一般質問、再問のうち、私から避難所の運営についてのご

質問にお答えいたします。

まず、市内の指定避難所の状況でございますが、地域交流センターミライズや穴吹農村

環境改善センター、各小・中学校の体育館など４５か所を指定しておりまして、避難勧告

などの発令時に気象台からの情報などを参考に、開設する避難所をその都度決定しており

ます。このほか、福祉避難所につきましては、本年度新たに二つの事業所と協定を締結し、

７か所を確保いたしておりますが、今後も引き続き事業所との協定の締結を進め、福祉避

難所の確保に努めてまいります。

なお、避難所の開設につきましては、災害対策本部の生活基盤対策班の職員が中心とな

って行うこととしておりますが、東日本大震災のような大規模な災害となりますと、市役
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所がダメージを受け、職員自身が被災することも考えられます。このため、避難所の運営

を避難された地域住民の皆様自身で行っていただくことを想定しておく必要がございます。

そこで、先程ご説明申し上げました各自主防災組織の代表者の皆様を対象とした避難所

開設・運営リーダー養成研修を実施するとともに、小学校区ごとに避難所検証訓練を実施

し、その結果を踏まえ、地域の実情や避難所ごとの特性に応じた避難所の開設・運営マニ

ュアルを作成することといたしました。

その第１弾となる避難所検証訓練につきましては、去る１月３１日に旧郡里小学校区を

対象に実施をしたところでございますが、防災対策監からの講義の後、こおざとまちづく

り協議会の皆様を中心に避難所レイアウトの検証や避難所運営に係るルールづくりなど活

発に意見交換を行い、その結果を踏まえ、マニュアル案を作成をいたしました。また、訓

練では鍵や備蓄資機材の保管場所、トイレの数などにつきまして地域の防災リーダーの皆

様自らが把握いただくことの重要性を改めて認識したところでございます。

次回の避難所検証訓練につきましては、今月下旬に江原南小学校区で実施予定でござい

ますが、令和３年度以降につきましては、台風シーズンを避けつつ、年間５回のペースで

順次、計画的に市内各地域において実施をすることといたしておりまして、訓練の実施後

におきましても、マニュアルに沿った自主的な訓練が実施できるよう必要な支援を行って

まいります。

また、議員ご指摘のとおり、発熱など体調が悪い方が避難されるスペースや食事をする

場所などを確保するためには、現在指定している避難所の施設や設備で十分か検討する必

要もございます。感染症対策が求められる中での収容人数の制限や分散避難を視野に入れ

た物資の備蓄など、災害発生時における避難環境の整備には様々な課題が山積しておりま

すが、まずは実践的な訓練を積み重ねる中で、避難所の円滑な開設と運営につなげてまい

ります。

◎市民環境部長（中川貴志君）

議長、市民環境部長。

◎議長（井川英秋議員）

中川市民環境部長。

［市民環境部長 中川貴志君 登壇］

◎市民環境部長（中川貴志君）

私からは美と健康のまちづくりについての再問、食に関する取組状況についてお答えを

いたします。

第３次美馬市総合計画では、国連で定められているＳＤＧｓ１７項目をそれぞれの基本

方針とリンクさせ、各分野において実践することで持続可能な社会の実現を目指すことと

しております。

ご質問にありました市民が主体的に課題解決できる食に関する施策といたしましては、

ＳＤＧｓ１２番目の「つくる責任 つかう責任、持続可能な生産消費形態を確保する」と

位置づけ、農業分野における六次産業化や環境分野での循環型社会の構築、生活環境保全

などの施策に反映させてまいりたいと考えております。
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現段階で具体的な施策として実施しておりますのは、消費生活における安心・安全の確

保の中の消費者教育の推進でございまして、テーマを市民対象のエシカル消費として普

及・啓発活動を行っているところでございます。

エシカル消費とは、人や社会環境、地域などに配慮した商品やサービスを選択する消費

行動のことですが、令和２年度では、「エシカル消費ってなんだろう？」と題した美馬市

自主放送特別番組を制作、放送し、市民自らが本市内で身近にできる行動としてエシカル

消費を広めているところでございます。番組でも触れておりますが、とりわけ食に関しま

しては、消費行動の際に地産地消や食品ロス削減、有機ＪＡＳ製品など自然循環に配慮し

た商品の選択、こういった点を意識して行うことが重要とされております。そのため、市

民生活における消費行動が、世界中の誰か、あるいは次代を担う子どもたちの暮らしに大

きな影響を与えるということをご理解いただき、それぞれの暮らしに生かしていただくよ

う推進をしております。

本市といたしましては、エシカル消費の実践を通して、食に関する様々な課題を市民の

皆さん、お一人おひとりに自らの問題として考える契機としていただけるよう引き続き取

り組んでまいりたいと考えております。

次に、美馬市地域公共交通網形成計画についての再問、今後の方向性についてでござい

ます。

本計画では、本市における地域公共交通ビジョンとして公共交通の最適化、利便性の向

上、利用促進、この三つの柱を設け、これに伴う八つの役割を明記しております。

八つの役割における具体的な例といたしましては、高齢者、交通弱者、買物弱者等の生

活支援につなげること、また広域都市圏とのつながりを確保することなどとしており、そ

れらに対応した適切な制度設計を行った上で実施してまいりたいと考えております。

本計画で言います地域公共交通とは、ＪＲや高速バス、自家用有償旅客運送など様々な

交通機関を指しておりますが、議員のご発言のとおり、美馬ふれあいバスが本市地域公共

交通の中心的役割を果たしていると認識しております。そのため、本計画には、美馬ふれ

あいバスに関する課題解消のための事業も複数盛り込んでおり、更なる利便性向上を図る

こととしております。

具体的には、分かりやすいダイヤの設定、重複区間の解消、幹線系統導入によるまちづ

くりとの連携などでありまして、現在、制度変更を含めた詳細な協議を進めているところ

でございます。その過程におきましては、利用者及び関係者の皆様の十分なご理解をいた

だく必要がありますので、それぞれに協議が整ったものから随時実施する予定としており

ます。

ほかにも美馬ふれあいバスをご利用いただくためには、初回の利用者登録と予約などの

手続が必要となりますが、誰もが気軽に、また簡単に利用できる公共交通となれるよう手

続の簡素化・効率化についても併せて進めてまいりたいと考えております。

◎１番（田中みさき議員）

議長、１番。

◎議長（井川英秋議員）
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１番、田中みさき君。

［１番 田中みさき議員 登壇］

◎１番（田中みさき議員）

それでは、まとめに入りたいと思います。

今回もまたお昼過ぎることになってしまいましたが、最後までお付き合いください。

今、お答えいただいたエシカル消費に関しての取組は、「エシカル」といった言葉がま

だあまり知られていない頃、４年も前になると思います。まだ私が議員になる前なので、

議事録を拝見させていただきました。郷司議員が早くから調査研究され、質問されていま

した。私もですが、４人の子育てを経験される中で、消費ということに関しては日々の生

活の中で身近に感じられていた課題だと思われます。私たちの豊かな消費生活は、環境問

題、社会問題と密接に関係していることと小さい時からの教育が重要で、早い段階での取

組を提案されていました。これからもエシカル消費の重要性を知っていただき、全ての人

が環境や人や社会、地域のことを考えての行動ができるように啓発活動に努めていただき

たいと思います。

人間の安全保障は、食料、エネルギー、人権と言われています。今回は食品ロスや身近

な消費といったことからご答弁いただきましたが、その他の所管におきましても美しい美

来創生の実現に向け、県や国が推進する事業なども取り入れるなどして各種施策を引き続

き進めていただきたいと思います。

話は変わりますが、ちょうどこれ、お昼の時間なんですが、先日、市長が郡里地域活動

センターにおいでていただいた際、ちょうど郡里地域活動センターの利用者が主になって

地域住民を対象に月１回から２回実施している分所地域食堂の様子を見ていただいたと思

いますが、地域では高齢化が進み、一人暮らしの方や夫婦だけの世帯も多く、また、ここ

１年余りできるだけ外出を控えたりして、人とのコミュニケーションを取る機会が減って

きています。そこで、感染症対策を徹底した上で何回か開催してきました。あまり会話は

しなくても安価でおいしい食事ができることを喜んでいただけています。郡里だけでなく、

美馬市においては住民が主体となり、自分たちの町は自分たちで少しでもよくしていこう

と活動されている団体が多くあります。そういった方々の人的資源を活用した施策も講じ

ていただきたいと思います。

食に関してもう１点だけ、提案という程のことではありませんが、以前から気になって

いたのですが、庁舎にはできるだけこのような昼の時間にはあまりお邪魔するのを遠慮し

ているのですが、どうしても昼時間にしか来庁できない場合もあります。そういった時、

昼時間でも対応ができるようお弁当をデスクのパソコンを前に黙って食べられているので

しょうが、なかなか声はかけにくいものです。農改センターには喫煙室が設けられていま

す。庁舎内にはフリーで利用できる場所もあるようですが、あまり活用されていないとお

聞きしています。例えば市役所駐車場を災害時は屋外防災活動拠点となるハイブリッドな

施設を整備されるようですが、東ブロックの指定避難所の機能強化も図るのであれば、農

改センター１階を平常時には食堂、災害時には被災者の食事スペースとして活用できるよ

うに改善しておくとか、一般の方も利用できる食堂を庁舎内に設けている自治体もあるよ
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うなので参考にするなど、昼休憩でリラックスできる場と職員同士や市民との交流の場を

設けることで、また午後からの仕事の全集中につながるといった効果も期待できますので、

働き方改革ということで、是非検討ください。

次に、避難所検証訓練についてですが、先程、答弁での旧郡里小学校区を対象に実施し

た訓練に私もこおざとまちづくり協議会のメンバーとして参加させていただきました。今

までの訓練と違って自分の地域を改めて安全かどうか確認できたことと、住民主体で避難

所を運営するに当たっての鍵や備蓄資機材の保管場所、トイレの数など確認しながらの訓

練は非常によかったと思います。また、防災対策監の説明を受けながら、自分たちの地域

以外で被害があった場合でも避難所として開設、被災者を受け入れることができるような

マニュアル案の作成は大変意義あることだと実感いたしました。

今後、この訓練の検証結果を踏まえ、課題解決していくことが安全で安心できる災害に

強いまちづくりにつながると思います。課題としては、発災時、そもそも指定避難所とし

て開設できるふさわしい場所なのか、どういった災害なら対応ができ、災害に応じた避難

所の開設や運営のあり方の見直しなど。郡里小学校区では体育館が避難場所に指定されて

いますが、感染症対策が求められる中で検証した結果、収容人数の制限により、体育館だ

けでは想定される人数以上の被災者が避難してきた場合には、校舎やグラウンドも解放し

ないと対応できないといったことから指定避難所となっている郡里体育館から旧校舎の郡

里地域活動センターのほうを指定避難所に変更することなど。また４５か所もある全ての

指定避難所の検証訓練を実施するには、年間に実施できる数も限りがあるため、一度訓練

した方や防災士の方に協力していただくなど、住民主体でできる仕組みづくりも構築して

いく必要があるのではないかと思います。そのほかにも、今後は作成した運営マニュアル

案を基に住民が自主的に訓練を重ね、地域で確認しながら共有しておくことなど、美馬市

においても美馬市防災会議条例があり、先程のご答弁でも３月下旬には防災会議が開催さ

れ、美馬市地域防災計画等の見直しも実施されるとのことですので、検証結果で報告され

た案件や課題、また先程代表質問でも美馬福祉センター跡地の活用での防災倉庫の話があ

りましたが、是非そういった会においてしっかり協議していただきたいと思います。

課題は、先程おっしゃられたとおり山積しているのが現状だと思います。最近の防災訓

練では平常時、災害時といった状態にかかわらず、どのような状況においても私たちの命

や生活を守れるといったフェーズフリーの概念を取り入れた防災教育や訓練も注目されて

います。今後も市民一人ひとりが自分事として考えられるよう防災・減災につながる取組

を。美馬市には防災士になられた職員の方が沢山おいでになられますので、その知識を生

かして平常時から努めることにより、安全なまちづくりにつなげていただきたいと思いま

す。

地域公共交通網形成計画については、脱炭素社会の実現を目指して、交通や輸送分野に

おいてもクリーンエネルギー、次世代のエネルギー水素の活用が推進されています。美馬

市においても計画を進めるに当たって、国や県の次世代交通ビジョンに沿いながら、長期

的な視野も含めて、時代の変化に対応した公共交通となるよう努めていただきたいと思い

ます。
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最後に、本日出席されている理事者の中には３月末で退職される方がおいでるとお聞き

しております。議員になって初めての一般質問の時から、様々な質問に対して毎回真摯に

向き合ってご答弁いただいたことに感謝申し上げ、今日の質問を終わります。ありがとう

ございました。

◎議長（井川英秋議員）

ここで議事の都合により昼食休憩といたします。午後１時より再開し、引き続き市政に

対する一般質問を行います。

小休 午後０時０７分

再開 午後１時００分

◎議長（井川英秋議員）

休憩前に引き続き、会議を開きます。

一般質問を続行いたします。

次に、議席番号１５番、川西仁君。

◎１５番（川西 仁議員）

議長、１５番。

◎議長（井川英秋議員）

１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

お昼からということで、お腹もおきて大変眠たいところとは存じ上げますが、私も一応

通告をさせていただいておりますので、通告に従いまして質問をさせていただきたいなと

思います。

それと、タブレットを使ってやらせていただこうと思うんですけど、何分、機械とかい

うのは私、得意でもないんですけど、機械を操るんとかは何か、いけるんですけど、この

機器というのは昔からぴんとこんので。夕べも大分家内と問答しながらやってきたんで、

少々何かあるかもわからないんですが、お付き合いの程をよろしくお願いをしたいと思い

ます。

それでは、質問内容につきましては、件名といたしまして令和３年度当初予算につきま

して。それで要旨といたしましては予算の内容、そしてまた予算からの方向性についてな

どを順次質問させていただきたいなと、このように思います。そしてまた２件目にいたし

ましては、美馬市総合計画と総合戦略につきまして。これの中身といたしまして、コロナ

禍による影響、そしてまた、この影響によります対応策。そして影響による計画などの見

直しについてを順次質問させていただきたいと思います。また、３件目の新型コロナウイ

ルス感染症のワクチン接種につきましてでございますが、これにつきましては市民への接

種体制、そしてまた接種におけるスケジュール、また接種人数を増やす対策についてなど

を順次質問させていただきたいと思います。

それでは、１件目の令和３年度当初予算等につきましてを質問させていただきたいと思
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います。

令和３年度の一般会計の予算規模につきましては、２月２４日に開会をされました美馬

市議会３月議会での藤田市長の所信表明からの内容によりますと、令和３年度の一般会計

の予算規模につきましては１９２億５,０００万円で、前年度当初予算と比較いたしまし

て２億７,０００万円、そして率にいたしますと１.４％増というものでありました。また、

特別会計につきましては７７億３,７３１万７,０００円で、前年度当初予算と比較いたし

ましたら、２６万９,０００円の減というものでございました。また、企業会計におかれ

ましては１８億５,７５２万６,０００円で、これも前年度と比較いたしましたら、４,８

１３万６,０００円の増というものでございました。

これらの内容の説明といたしましては、地域情報ネットワークシステム更新事業や消防

指令センター機器更新事業が終了した一方で、うだつアリーナ大規模改修工事に着手する

とともに、吉野川環境整備組合の汚泥再生処理施設の整備事業が本格化するものと、前年

度が市長選挙を控えた骨格予算であったというものが大きな要因というご説明であったか

のように思います。大きな事業が終了はしましたが、現在進行中の事業が本格化していく

というもので、予算規模につきましては大きなものになってきてこられている、３月議会

冒頭での市長所信表明であったように思います。まだまだ厳しい財政状況の中での新たな

予算組みをやられようとしておるところと思いますが、いよいよ藤田市政としての本格的

なスタートの年になるんじゃないでしょうか。私はこのように感じておるところでござい

ます。

私は、今までいろいろとこういった質問の機会をいただいて、質問や提言をさせていた

だきましたが、それらの時に必ず市政の取組につきまして、市長のやりたいまちづくり等、

そういった中身の問いを問わせていただいた、そういったものを含めて今回この予算の内

容につきましてをお伺いしたいと思います。

続きまして、美馬市総合計画と総合戦略につきまして、現在コロナが蔓延している中、

こういった状況につきましてコロナの影響があるのかどうかお伺いをしたいと思います。

新型コロナウイルス感染症につきましては、発生以来１年を経過している状況でござい

ますが、まだまだ収束する気配が見当たらないのが現状でございます。幸いにも美馬市に

おきましては感染者が出ていないものでございますが、しかしながら、この新型コロナウ

イルス感染による影響はありとあらゆるところに出てきているのが現状でございます。美

馬市におきましても緊急事態宣言を受け、県をまたぐ移動の自粛の影響により、ありとあ

らゆるところで人の移動を押さえてきたものの、いろいろなところでいろいろな影響が出

ているのが現状でなかろうかと考えられます。こうした中、美馬市におきましては美馬市

独自の計画の下、施策の推進を図っていかなければならない状況ではありますが、美馬市

におきましては第３次総合計画を昨年、新しく計画を見直して立ち上げたところでござい

ます。令和３年度はこの計画の下、市長の目指す本市の将来像に向けて進んでいく一歩先

へのスタートの年になろうかと考えられるものでありますが、この新型コロナウイルス感

染症によります人の移動の制限によるありとあらゆるところへの影響が出ている現状の下、

この美馬市総合計画、そして総合戦略におきまして、コロナによる影響が非常に考えられ
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るものでございますが、この計画、戦略、これらに対してどのような影響が、どのような

ものがあるのかをお伺いをしたいと思います。

次に、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種につきましてでございますが、本定例

会開催日に議長より、市民の方々が少しでも安全で安心して生活していただけるために、

様々な課題に対し、取組を進める議会でなければならない、こういったお話がございまし

た。私も本当にそうでなければならないと常々考えているところでございます。今、市民

の方が一番不安に思っておられるのは、やはり新型コロナワクチン接種についてではない

でしょうか。ご承知のとおり、令和２年当初から始まりました新型コロナウイルス感染症

の拡大はとどまるところを知らず、今や全世界では感染者数が１億１,０００万人を超え、

死者数におかれましても２５０万人を超えている現状でございます。一方、日本国内にお

きましても感染者数は約４３万人、死者数におかれましては８,０００人を超え、都市部

におきましては２度の緊急事態宣言が発令をされました。徳島県におきましては、全国の

中では感染者数が少ない地域とはなっておりますが、病院や高齢者施設でのクラスターな

どが発生し、お亡くなりになられた方も１６人となっております。お亡くなりになられた

方のご冥福と療養中の方の一日も早いご快復をお祈りいたすところでございます。

さて、この新型コロナ感染拡大対策の切り札として、いよいよ日本におきましてもワク

チン接種が始まったところでございます。２月中旬から、まずは医療従事者の先行接種か

らということで、順次接種が進められているようでございます。報道によりますと、各市

町村でも接種の準備を着々と進められているということでございます。大きな体育館など

で接種のシミュレーションをしている映像などを目にいたしましたが、美馬市におかれま

しては、市民に対しましてどのような接種体制でワクチン接種を進められていかれるので

しょうか。また、集団接種を行うとなりますこの場所、会場につきましてはどういったと

ころを想定をされておられるのかをお尋ねをしたいと思います。

以上３件、質問をさせていただきますが、ご答弁によりまして再問とさせていただきま

すので、よろしくお願いをいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１５番、川西仁議員からの一般質問のうち、令和３年度当初予算の内容についてのご質

問にお答えいたします。

令和３年度当初予算は、前年度が市長選挙を控え、投資的経費を始めとした政策的な経

費の計上を抑制した骨格的予算であったことなどから、一般会計予算の総額は前年度から

２億７,０００万円増の１９２億５,０００万円であり、合併以降７番目の規模となりまし

た。令和３年度は第３次総合計画の２年目に当たることから、総合計画に掲げた本市の将

来像「美しく駆ける 活躍都市 美馬～住み続けたいまちをめざして～」の実現に向け、
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飛躍が求められる年度でもございます。こうした認識の下、令和３年度当初予算は第３次

総合計画の五つの基本方針に基づき、人生１００年時代を美しく健康で暮らすことができ

るまちづくり、アフターコロナを見据えた人材育成や子育て支援の充実と人口減少対策、

頻発化、激甚化する自然災害を踏まえた防災・減災対策の３点を重点的に取り組む内容と

しております。

このうち人生１００年時代のまちづくり関係では、総務省の地域活性化起業人制度を活

用し、新たに全日本空輸（ＡＮＡ）から職員を受け入れ、一般財団法人日本総合研究所や

徳島大学とも連携をし、ワークショップやオンライン講座のモニター受講、高齢者施設で

の美容体験などに取り組む経費といたしまして１,１２０万円を計上しております。

また、脇町小星地区に整備を進めております移住交流促進拠点につきましても、人生１

００年時代を見据えた「誰もが活躍できるコミュニティ」をコンセプトに、農業・食・防

災の各分野の連携による地域活性化を目指しておりまして、用地南側に整備中の地域共生

交流施設の外構、舗装工事と北側に整備予定の農業関連施設の敷地造成工事、合わせて６,

８２０万円を計上しております。

一方、健康関連では美馬市・大塚製薬・徳島ヴォルティス連携健康づくり事業に引き続

き取り組むとともに、市内全ての認定こども園と幼稚園の５歳児を対象としたヴォルティ

ス元気っずプログラム実践事業に取り組むこととしており、合わせて２,６３３万３,００

０円を計上しております。

続いて、アフターコロナを見据えた人材育成や子育て支援と人口減少対策でございます

が、木屋平地区における特定地域づくり事業といたしまして、新たに源流の里協同組合の

設立支援に取り組みます。これは国の制度を活用し、地域内の仕事を組み合わせ、年間を

通じた仕事を創出して、従業者を雇用、派遣するものでございまして、当初予算には設立

準備経費に対する補助金といたしまして３００万円を計上しております。

また、全国的に高い評価を得ている本市のＩＣＴ教育環境を生かし、１人１台のタブレ

ット型パソコンに対応した学習教材の導入やＩＣＴ支援員の増員などＧＩＧＡスクール環

境整備事業に７,８９１万円を、また英語教育の充実事業には５,５２７万４,０００円を

それぞれ計上したほか、次世代の産業を担う人材の育成を目的に実施いたします未来創造

アカデミー推進事業には４１９万９,０００円を計上しております。

続いて、防災・減災対策でございますが、市役所庁舎の危機管理機能を強化するための

外構改修事業に３,７２７万円を、Ｗｅｂ版の作成を含むハザードマップの改訂事業に７

６７万８,０００円を、また前年度に引き続き職員の防災士資格取得促進事業に５５７万

１,０００円をそれぞれ計上したほか、市内事業所における防災士資格取得を後押しする

ための補助金として新たに３６万７,０００円を計上しております。

このほか吉野川環境整備組合の汚泥再生処理施設整備事業には１億１,５１４万３,００

０円を、うだつアリーナの大規模改修事業には２億８０６万円をそれぞれ計上しておりま

して、昨年９月議会で債務負担行為をお認めいただきました脇町市民サービスセンターの

窓口業務委託事業につきましては、３,７８３万８,０００円を計上するとともに、現在、

７月からの導入に向けた準備を進めているところでございます。
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また、情報発信を効果的に行うためのホームページのリニューアル経費１,１５０万円

や行政のデジタル化をにらんだ手続ガイドシステムの運用経費６６万円を計上するなど、

令和３年度におきましても一歩先を見据え、着実に各施策を推進してまいります。

続いて、新型コロナウイルス感染症の拡大による総合計画と総合戦略への影響について

のご質問にお答えいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響は、市が進める施策や事業の広範囲に及んでおり、特

に２度の緊急事態宣言を受け、県をまたぐ不要不急の往来の自粛が要請されたことに伴い、

観光や交流といった分野ではイベントや行事の中止、延期が相次ぎました。例えば８月に

予定しておりました穴吹川リバーパークスや観光入り込み客が減少する冬場における貴重

な集客イベントであります「假屋崎省吾うだつをいける」が中止となったほか、社会福祉

大会や戦没者追悼式、認定こども園、保育所のバス遠足、また消防出初め式など、例年実

施しておりましたイベントや行事については、感染の拡大を防止するため、その多くを中

止せざるを得ませんでした。また、中学校の修学旅行と成人式につきましては、一生に一

度の機会とも言えるものですが、それぞれ令和３年度に延期したほか、国際交流員が来日

できなかったことに伴い、外国語講座が中止となるなどの影響が出ております。更に、移

住相談会やサテライトオフィスの誘致活動、また、近畿美馬市ふるさと会との交流事業な

どにつきましても首都圏や近畿圏での感染状況を踏まえ、一部をオンラインでの実施に切

り替えたものの、ほとんどが中止となりました。

また、飲食店を始めとした地域経済への深刻な打撃を含め、総合計画や総合戦略を策定

した時点においては全く想定していなかった状態となり、例えば総合計画の前期基本計画

に掲載いたしました観光客誘致や都市間交流の推進、移住・定住への誘導、文化・芸術に

触れる機会の充実、市民の国際意識の醸成といった事業につきましては停滞をしたと認識

をしております。

また総合戦略に関しましても、市内宿泊施設の宿泊者数といった数値目標や複数のＫＰ

Ｉにおいて達成が困難であると受け止めております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（井川英秋議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは新型コロナウイルス感染症のワクチン接種体制についてお答えを

いたします。

この新型コロナウイルス感染症のワクチン接種につきましては、予防接種法に基づき、

厚生労働大臣の指示の下、都道府県の協力により市町村において実施するとされており、

美馬市におきましても、去る２月１日にプロジェクトチームを設置し、準備を進めている

ところでございます。

接種体制につきましては、国からは地域の実情を勘案し、人口に見合ったペースでの接
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種に必要な体制の確保を図るよう指示されているところでありまして、本市では、先日、

美馬市医師会にご協力をいただきまして、各医療機関での個別接種の受入れ人数について

意向調査をしていただきました。それによりますと、市内の２３の医療機関において個別

接種が可能であるとのご回答をいただき、多くの人数が個別接種で実施できる見込みとな

っておりますので、個別接種を中心としながら、一部集団接種を併せて行うという方向で

準備を進めているところでございます。

美馬市医師会を始め、医療機関の皆様には一般診療に加え、大きなご負担をおかけする

ことになるかと思われますが、ご協力いただけますことに心から感謝いたしております。

なお、集団接種会場としては、市の施設を使用しての実施を検討しておりますが、接種

希望人数や接種医師、看護師の確保状況により、接種会場規模も異なってまいりますので、

今後、調整を行っていき、決定しましたら、市民の皆様にお知らせさせていただきます。

◎１５番（川西 仁議員）

議長、１５番。

◎議長（井川英秋議員）

１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

質問によりますご答弁ありがとうございました。

それでは、再問のほうに入らせていただきたいと思います。

令和３年度当初予算におきまして、この内容につきましては、予算規模につきまして合

併以降７番目の規模によりまして、それにつきましては総合計画の実現に向け、飛躍を求

められる年度であるというもので、こういったものの中で３点ありまして、１点目といた

しましては人生１００年時代を美しく健康で暮らすことができるまちづくり。そして２点

目といたしましては、アフターコロナを見据えた人材育成や子育て支援の充実と人口減少

の対策。３点目といたしましては、頻発化、激甚化する自然災害を踏まえた防災・減災対

策の３点を重点的に取り組むと、こういったご説明でありました。そしてそれらに伴う予

算につきましては、人生１００年時代のまちづくり関係では１,１２０万円、また移住交

流促進拠点では６,８２０万円、また健康関連におかれましては２,６３３万３,０００円、

そしてアフターコロナを見据えた補助金を３００万円、またＧＩＧＡスクール環境整備事

業におかれましては７,８９１万円、英語教育の充実事業におかれましては５,５２７万４,

０００円、また未来創造アカデミー推進事業につきましては４１９万９,０００円、防

災・減災対策での外構改修事業に３,７２７万円や防災士資格取得事業で３６万７,０００

円、また汚泥再生処理施設整備事業におかれましては１億１,５１４万３,０００円やうだ

つアリーナの改修事業につきましては２億８０６万円、また脇町市民サービスセンターの

窓口業務事業におかれましては３,７８３万８,０００円、このほかホームページのリニュ

ーアルのための経費が１,１５０万円などの予算におかれましての説明を細かくいただい

たものであります。

ここで改めてお伺いをいたすものでございますが、先程も重点的に取り組む内容につい
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ての予算組み、こういったものでございましたが、この予算組み、予算からの方向性、こ

ういったものを改めてお伺いをしたいと思います。

続きまして、２件目の美馬市総合計画と総合戦略につきましてでございますが、コロナ

によります影響につきましては、２度の緊急事態宣言により人の不要不急の移動の制限に

より、観光や各種イベントの中止、文化、スポーツなどあらゆるものに影響が出ていると

いうもので、それらの中で特に気になったのが、認定こども園と保育所のバス遠足の中止

や、そしてまた中学校の修学旅行や成人式などが延期をされたというところが特に気なっ

たところでございます。また、飲食店を始めといたします地域経済へのダメージも大変大

きなものであるというものでございまして、総合計画やそしてまた総合戦略を策定するに

当たり、想定外の状況にあるというご説明であったかのように思います。

先の質問での答弁にもございましたが、本年におきましては総合計画に掲げた本市の将

来像「美しく駆ける 活躍都市 美馬～住み続けたいまちをめざして～」の実現に向け、

飛躍が求められる年度というものでございましたが、ここでこの新型コロナ感染症により

ますありとあらゆるものに対しましての制限の影響が出ている状況下の中で、この総合計

画、そして総合戦略に対しましても非常にダメージがあるというものでございました。大

変危惧するところでありますので、ここを改めてお伺いするものでございますが、この計

画、そして戦略に対しますコロナの影響によります対応策、この対応策についてはどのよ

うになされておられるのかを、再問をさせていただきたいと思います。

３件目の新型コロナウイルス感染症のワクチン接種につきましてでございますが、コロ

ナワクチンの予防接種につきましては、現状での方向性をお示しをいただいたところでご

ざいます。美馬市におきましては、ほとんどの市民は医療機関における個別接種等なり、

一部集団接種も併せて実施をされるということでございましたが、医療機関での個別接種

であればかかりつけ医で接種できる場合も多いかと思われますので、安心したところでご

ざいます。特に高齢者の方におかれましては重症化リスクが高いことから、接種が始まれ

ば、早く受けたいと考えられている方も多いんじゃないでしょうか。そして自分はいつ、

どこで接種が受けられるのだろう、こういった不安に思っていらっしゃる方も多いのでは

ないでしょうか。

そこでお伺いをしたいと思いますが、美馬市におきましてワクチン接種はどのようなス

ケジュールで行うのでしょうか。現時点での予定で結構でございますのでお答えをいただ

きたい、このように思います。

そしてまた、市民からの先程のような不安や疑問点を相談する窓口になるところはある

のでしょうか。市の対応、現状をお伺いをしたいと思いますので、よろしくお願いをいた

したいと思います。

再問によりますご答弁によりまして、再々問とさせていただきますので、ご答弁の程を

よろしくお願いをいたします。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）
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吉田企画総務部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

１５番、川西仁議員からの一般質問、再問のうち、まず当初予算を踏まえた今後の方向

性についてのご質問にお答えいたします。

令和３年度の予算編成に当たり、新型コロナウイルスの感染拡大の影響で税収が落ち込

む中、懸念をしておりました地方交付税につきましては、昨年１２月の地方財政対策で９

月の仮試算段階から上積みが行われ、前年度を上回る１７兆４,０００億円が確保される

とともに、臨時財政対策債の増発もあり、不交付団体の水準超経費を除く一般財源総額は

前年度から２,０００億円増の６２兆円となりました。こうした状況を受けまして、本市

の令和３年度当初予算におきましても、普通交付税や臨時財政対策債を国が示した方法で

見積り、基金の取崩しを前年度から２億８,６００万円余り抑制することができました。

地方交付税に臨時財政対策債を加えました実質的な地方交付税が歳入予算の４割を超える

本市の財政構造にあっては、国における地方財源確保の動向は極めて重要でございます。

令和３年度は、「交付団体ベースの一般財源総額について、前年度を下回らない水準を

確保する」とした国の新経済・財政再生計画に明記をされたルールが適用された形となり

ましたが、この同水準ルールの期限は令和３年度までとされておりますことから、コロナ

禍で先行きが極めて不透明な中、令和４年度以降の地方財政への対応などが示される次の

骨太の方針に向けた議論を注視する必要がございます。

市といたしましては、国の臨時交付金を最大限活用し、直面する新型コロナウイルス感

染症への対応に全力を挙げつつ、地方交付税の合併算定替えによる加算が終了し、基金の

取崩しに依存している状況にブレーキをかけるため、事業の厳選を始め、事務事業全般に

つきまして不断の見直しを行ってまいります。

続いて、総合計画や総合戦略に掲載した施策、事業が予定どおり実施できないことに対

する対応策についてのご質問にお答えいたします。

まずは、新型コロナウイルス感染症の拡大の防止と打撃を受けた市内経済の回復が当面

の重要な課題と考え、これまで第１弾から第３弾の緊急経済対策を打ち出してまいりまし

た。また国の第３次補正予算を活用し、第４弾となります緊急経済対策を取りまとめまし

たので、感染対策の決め手とされるワクチン接種の経費と合わせ、この後、令和２年度と

令和３年度の補正予算案を追加提案させていただきたいと考えております。

第４弾の経済対策はアフターコロナを見据えたものとして、市内経済の反転攻勢に向け

た下支えに加え、市内企業の新たなチャレンジの後押しやテレワークの普及に対応したサ

テライトオフィスの誘致、行政のオンライン化への対応などを盛り込んでおりますが、新

型コロナの影響の長期化を前提に、総合計画や総合戦略に掲げた目標をどうやって達成す

るのかという視点で、当初予算と補正予算を一体的に執行すると同時に、社会全体でリモ

ート化やオンライン化が進む中、ウィズコロナ、アフターコロナの時代に適応した施策や

事業への転換を図る必要があると考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）
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議長、保険福祉部長。

◎議長（井川英秋議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種スケジュールなどに

ついてのご質問にお答えさせていただきます。

まず、ワクチン接種のスケジュールについてでございますが、接種は、国のワクチン配

送のスケジュールに沿った形で市町村において行われることになります。現在、全国で４

万人の医療従事者への先行接種が行われておりますが、その後、今月上旬からその他の医

療従事者に優先して接種が行われることになっております。その次に、現在の予定では、

４月中旬以降に６５歳以上の方に優先して接種が行われ、続いて基礎疾患をお持ちの方や

高齢者施設等にお勤めの方から優先して順次接種を行うとされております。

今後、ワクチンの配送状況などにより、接種対象範囲やスケジュールが確定されるもの

と思われます。市としては、４月中旬以降に接種が開始されると想定して、現在、６５歳

以上の方の予診票や接種券の準備を行っており、接種の開始時期に合わせて発送する予定

としております。

また、相談窓口につきましては、現在、市の保険健康課で対応させていただいておりま

す。今月下旬からは、コールセンターを設置いたしまして、市民の方からのお問合せに対

応するよう進めておりますので、そちらにもお気軽にご相談いただきたいと思っておりま

す。コールセンター設置のご案内や具体的なスケジュールが決定した際には、市民の皆様

に広報媒体を通じてお知らせをさせていただきたいと考えております。

◎１５番（川西 仁議員）

議長、１５番。

◎議長（井川英秋議員）

１５番、川西仁君。

［１５番 川西 仁議員 登壇］

◎１５番（川西 仁議員）

再問の各ご答弁、ありがとうございました。

それでは再問に引き続き、再々問に入らせていただきたいと思います。

令和３年度の当初予算につきましてでございますが、予算からの方向性につきましては、

国の地方財政対策によりまして普通交付税や臨時財政対策債が、国が示した方法で見積も

った結果、基金の取崩しを前年度より２億８,６００万円抑えることができたというもの

でございました。また令和３年度については、交付団体ベースの一般財源総額につきまし

ては、前年度を下回らない水準に確保する、こういった水準で行うことができましたが、

これは令和３年度までというもので、コロナ禍におかれましての今後の方向性につきまし

ては次の骨太の方針を注視していかなければならないというものでございました。

そして、市といたしましては、国の臨時交付金を活用しつつ、新型コロナウイルス感染
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症への対応をしつつ、基金の取崩しに依存している状況にブレーキをかけるため、事業の

厳選、そして事務事業全般の見直しを行うというものでございましたが、当初予算や国の

動向を踏まえ、今後、どのように施策、美馬市としての施策を進めていかれるのでしょう

か。この点を最後にお伺いをしたいと思います。

２件目の美馬市総合計画と総合戦略につきましてでございますが、この計画や戦略に対

します対応策につきましては、第１弾から第３弾の緊急経済対策を行い、そして第４弾目

といたしまして、ワクチン接種の経費を合わせた令和３年度の補正予算を追加で提案した

いというものでございました。そして第４弾の経済対策につきましては、市内経済の下支

えに加え、企業の新たなチャレンジの後押しやサテライトオフィスの誘致、行政オンライ

ン化への対応を検討しているというものでございました。

そして新型コロナの長期化を踏まえ、総合計画と総合戦略の達成には当初予算と補正予

算を一体的に取り組むのと、そして社会がリモート化やオンライン化が進む中でのウィズ

コロナ、アフターコロナの時代に適応した施策や事業転換を図る必要があろうと、こうい

うものでございましたが、新型コロナウイルス感染症によります総合計画や総合戦略にお

かれまして、こういったところで見直し、こういったもののお考えはあるんでしょうか。

この見直しについてを最後にお伺いをしたいと思います。

３件目の新型コロナウイルス感染症のワクチン接種についてでございますが、コロナワ

クチンにつきましては、スケジュールについて現時点での概要のご説明をいただいたとこ

ろでございます。今後、国からいつ、どれくらいのワクチンが美馬市に対しまして供給さ

れるのかでスケジュールは変わってくるかとは思われますが、来月末には接種が開始をさ

れ、少しずつ接種が進んでいくのでなかろうかと思うところでございます。

ワクチン接種に関しましては、先日の徳島新聞のアンケートによりますと、接種を希望

する方におかれましては７１％、接種したくないという人が２９％という結果が出ておる

状況でございます。３割近くの接種したくないというご意見の中には、情報が少なすぎて

判断ができないであるとか、副反応への不安を掲げた方が多かったように思います。ワク

チン接種におきましては、受けた人を感染症から守るだけでなく、集団免疫をつくって、

社会全体から感染症を減らす効果があると言われておりますので、多くの方に接種してい

ただくのが重要と考えるところでございます。

国におかれましては、接種は努力義務といたしておりますが、美馬市としては、少しで

も多くの市民の方々に安心して接種をしていただくために、どのような対策を取っていか

れるのかを最後にお伺いをして、私の一般質問を終わらせていただきますので、最後のご

答弁をよろしくお願いをいたします。

◎副市長（加美一成君）

副市長。

◎議長（井川英秋議員）

加美副市長。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）
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１５番、川西仁議員からの再々問でございますが、私からは令和３年度当初予算につい

て、美馬市総合計画と総合戦略についてお答えをさせていただきます。

まず、当初予算や国の動向を踏まえ、今後どのように施策を進めていくのかとのご質問

でございますが、コロナ禍で先行きが極めて不透明な状況が続く中、国の動向なども注視

をするとともに市民の皆様の命や暮らしを守り抜く、こういった考えの基に直面をしてお

ります新型コロナウイルス感染症との闘いに全力を挙げてまいります。

また、近年、頻発化、激甚化している豪雨災害や南海トラフ巨大地震への対応は待った

なしという状況でございます。国において防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化

対策が閣議決定をされたことにより、引き続き活用が可能となります緊急防災・減災事業

債などを最大限に活用しながら、災害に強いまちづくりを強力に進めてまいります。そし

て、歯止めがかからない人口減少への対策を始め、人生１００年時代やアフターコロナを

見据えた対策につきましても、今、取り組んでおかなければならない課題でございます。

こうした認識の下に、追加提案をさせていただく補正予算と令和３年度当初予算を一体的

に執行することにより、本市が直面する課題にしっかりと取り組んでまいります。

次に、新型コロナウイルス感染症の影響による総合計画や総合戦略の見直しについてで

ございます。

まず、総合計画については、前期基本計画の施策にひもづく形で実施計画において個別

の事業を列挙いたしておりまして、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、事業その

ものを見直す必要がある場合には、実施計画の見直しを行ってまいります。一方、総合戦

略については、毎年度、創生会議でのご意見を踏まえ、新たに取り組む事業を加えるなど

改訂を行っております。昨年１１月に開催した創生会議では、委員から、本市が取り組ん

でおります新型コロナ関係の緊急経済対策、こういったものにつきましても、特徴的なも

のについては総合戦略に反映すべきとのご意見をいただいております。次回、改訂時には

こうした関係事業についてもこの戦略の中に反映をしてまいりたいと考えております。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（井川英秋議員）

住友保険福祉部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは新型コロナウイルス感染症のワクチン接種について、多くの市民

の方が安心して接種できるための対策はとのご質問にお答えいたします。

現在、先行接種が行われております全国で４万人の医療従事者のうち２万人の方々の副

反応を含めた健康状況のデータが蓄積されております。今後、国からそれらを踏まえた接

種に関しての様々な情報が発出されると思われますので、市といたしましても広報みまテ

レビやホームページなどを活用しまして、市民の皆様に情報提供をさせていただきたいと

思っております。その上で、市民の皆様には正しい情報により正しくご理解いただき、ご

自身のご判断により接種していただくことをお願いしたいと考えております。
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市といたしましては、希望する全ての市民の皆様が安心して接種できる体制を整え、ワ

クチンが供給されましたら、医療機関等との連携を図りながら可能な限り速やかに、安全

かつ確実なワクチン接種を進めてまいります。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、通告による一般質問は終わりました。これをもって、一般質問を終結をいたし

ます。

次に日程第４、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正についてから議案第１５号、

美馬市水道条例の一部改正について及び議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算か

ら議案第４０号、債権の放棄についてまでの３６件を一括し、議題といたします。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認め、これをもって質疑

を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第１号から議案第１５号及び議案第２０号から議案

第４０号までの３６件を会議規則第３７条第１項の規定により、お手元にご配付の議案付

託表のとおり、各常任委員会に付託いたします。

次に、日程第５、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）及び

議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）の２件を一括し、議題とい

たします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

ただいま上程をいただきました議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第

１０号）及び議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）についてご説

明をさせていただきます。

最初に、議案第４５号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）についてであ

ります。お手元の令和２年度美馬市一般会計補正予算書（３月議会定例会提出議案（追

加））の３ページをお開きいただきたいと思います。

令和２年度美馬市一般会計補正予算（第１０号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとお

り、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,８００万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２３９億７,０００万円とするものであります。この案件につきま

しては、去る１月２８日に成立をいたしました国の第３次補正予算に対応した予算を計上

したものであります。

それでは、補正予算の主なものについて説明をさせていただきます。

総務費につきましては、国の地方創生臨時交付金を活用し、前回好評であったＧｏ Ｔ
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ｏ Ｍｉｍａキャンペーンや産直市売上回復支援事業を再度実施をするため、必要な経費

として合わせて４,２６５万円を計上しております。また、感染防止対策として、ブルー

ヴィラあなぶきのラウンジや更衣室の換気扇の改修を行うほか、脇町西部デイサービスセ

ンターの空調機器を空気清浄機能がついたものに更新をする経費として、合わせて３,４

１０万円を計上しております。更に、小・中学校においても、手洗い時の感染を防止する

ため、水栓をレバーハンドル式に改修する経費として、６６０万円を計上しております。

民生費におきましては、認定こども園や放課後児童クラブ等における感染防止用品の購

入経費として、６３４万３,０００円を計上しております。

衛生費では、２月１日に専決処分をさせていただきました新型コロナウイルスワクチン

接種事業費を２,６５５万９,０００円減額をしております。これは、接種体制確保事業費

の一部及び接種事業費について、専決処分後に国から令和３年度に交付するとの通知があ

ったため、令和２年度予算を減額し、未計上額分を含め、改めて令和３年度の補正予算

（第１号）に計上するものであります。

農林水産業費につきましては、高病原性鳥インフルエンザ対策を実施する経費のほか、

県からの内示を受けた県単土地改良事業に係る経費といたしまして、合わせて２,１７０

万円を計上しております。

商工費につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受けた指定管理者へ

の支援を行う経費として６７０万３,０００円を計上しております。

教育費につきましては、幼稚園、小学校、中学校における消毒液やサーキュレーターな

どの感染防止用品の購入経費といたしまして１,０８０万円を計上しております。

また、今回、追加をいたします事業を中心に、繰越明許費を設定させていただいており

ます。

続いて、議案第４６号、令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）についてであり

ます。お手元の令和３年度美馬市一般会計補正予算書（３月議会定例会提出議案（追

加））の３ページをお開き願います。

令和３年度美馬市一般会計補正予算（第１号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり

歳入歳出の予算の総額に歳入歳出それぞれ９億５,５００万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２０２億５００万円とするものであります。この案件につきまし

ても、先程の令和２年度の補正予算（第１０号）と同様、国の第３次補正予算に対応した

予算を計上したものであります。

それでは、補正予算の主なものついて説明をさせていただきます。

総務費につきましては、国の地方創生臨時交付金を活用し、プレミアム付商品券発行事

業を再度、実施するための経費として５億９,５５０万円を計上しております。また、国

において創設をされた地方創生テレワーク交付金を活用し、地域交流センターミライズ内

にテレワーク施設を整備するとともに、サテライトオフィスなどの誘致に係る経費として

１億７８０万円を計上しております。更に、老朽化しているＪＲ穴吹駅のトイレについて、

感染防止対策とアフターコロナにおける外国人観光客の増加も見据え、公衆トイレとして

整備をする経費として２,０００万円を計上しております。このほか、マイナンバーカー
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ドの普及促進と地産地消を図る取組に必要となる経費として１,７５０万円を計上するほ

か、ウィズコロナに対応し、新たな手法で地域課題の解決にチャレンジをする団体等を支

援する経費として１,２１０万円を計上しております。

衛生費につきましては、新型コロナウイルワクチンの接種事業費のうち令和３年度に必

要となる経費として１億７,７１８万５,０００円を、また高齢者の新型コロナウイルス感

染症の検査費用の一部を助成する経費として４００万円を計上しております。

以上が、令和２年度一般会計補正予算（第１０号）及び令和３年度一般会計補正予算

（第１号）の概要であります。原案のとおりご可決を賜りますようお願いを申し上げまし

て、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって、

質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第４５号及び議案第４６号の２件を、会議規則第３

７条第１項の規定により、お手元にご配付の議案付託表（その２）のとおり各常任委員会

に付託をいたします。

次に、日程第６、請願第１号についてを議題といたします。

請願第１号につきましては、お手元にご配付の請願文書表のとおり、所管の総務常任委

員会に付託いたしました。

また、陳情１件につきましても、所管の総務常任委員会に送付いたしましたので、ご報

告をいたします。

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。

次に、休会についてお諮りいたします。明日４日から１７日までの１４日間は委員会審

査及び市の休日のため、休会といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。

よって、明日４日から１７日までの１４日間は休会とすることに決しました。

なお、８日の産業常任委員会、９日の福祉文教常任委員会、１０日の総務常任委員会の

各常任委員会への付託案件等のご審議をよろしくお願いいたします。

次会は、１８日午前１０時から再開し、委員長報告に引き続き、質疑、討論、採決であ

ります。よろしくお願いをいたします。

本日はこれをもって散会といたします。

散会 午後１時５９分
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会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。
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